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は
じ
め
に

草
創
期
の
人
類
学
や
考
古
学
の
研
究
に
大
き
く
寄
与
し
た
が
、
そ
の
足
跡
が
ほ
と
ん

ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
、
阿
部
正
功
（
一
八
六
〇
〜
一
九
二
五
）
の
生
涯
と
学
問
に

つ
い
て
、『
当
館
研
究
紀
要
一
七
号
』
で
紹
介
し
た
（
１
）
。
そ
の
後
、
正
功
の
学
問
活
動
に

関
し
て
、
論
文
や
他
機
関
の
展
示
に
お
い
て
と
り
あ
げ
ら
れ
る
機
会
も
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
（
２
）

。

正
功
（
３
）
は
、
異
色
の
経
歴
を
持
っ
て
お
り
、
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
に
老
中
な
ど
幕

府
の
要
職
を
務
め
た
譜
代
大
名
の
名
門
で
あ
る
阿
部
家
の
一
五
代
当
主
正
耆
の
二
男
と

し
て
生
ま
れ
、
七
歳
の
時
に
陸
奥
国
棚
倉
藩
（
福
島
県
東
白
川
郡
）
の
最
後
の
当
主
と

な
り
、明
治
維
新
を
経
て
、明
治
一
七
年
（
一
八
八
四
）
に
子
爵
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。

一
方
、
幼
い
頃
よ
り
学
問
好
き
で
、
遺
物
・
遺
跡
に
深
い
関
心
を
持
ち
、
明
治
二
三
年

（
一
八
九
〇
）
に
人
類
学
会
に
入
会
し
、
自
ら
熱
心
に
調
査
発
掘
を
行
い
、
多
く
の
調

査
記
録
を
遺
し
た
。
ま
た
、
同
三
一
年
（
一
八
九
八
）
の
芝
丸
山
古
墳
（
現
港
区
）
の

発
掘
に
関
わ
る
な
ど
本
格
的
な
発
掘
に
も
参
加
し
た
。
坪
井
正
五
郎
や
鳥
居
龍
蔵
ら
当

時
の
学
会
を
彩
る
人
々
と
親
し
く
交
わ
り
、
自
邸
に
陳
列
館
を
作
り
収
集
し
た
遺
物
を

公
開
す
る
な
ど
、
考
古
学
の
発
展
に
重
要
な
足
跡
を
残
し
た
。

平
成
二
四
年
秋
に
福
島
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
白
河
館
に
て
開
催
さ
れ
た
「
ふ
く
し
ま

考
古
学
研
究
の
春
暁
（
４
）
」
と
い
う
展
示
に
お
い
て
、
旧
領
地
で
あ
っ
た
棚
倉
の
遺
跡
と
阿

部
正
功
の
事
跡
が
と
り
あ
げ
ら
れ
、
当
館
か
ら
も
「
棚
倉
紀
行
（
５
）
」
と
い
う
史
料
を
貸
出

し
た
。
こ
れ
は
、正
功
が
明
治
一
三
年
（
一
八
八
〇
）
に
棚
倉
を
訪
れ
た
際
の
行
程
や
、

旧
藩
領
の
元
藩
士
た
ち
と
の
交
流
な
ど
を
記
し
た
詳
細
な
旅
行
記
で
あ
る
。本
稿
で
は
、

こ
の
「
棚
倉
紀
行
」
を
翻
刻
し
て
、内
容
を
簡
単
に
紹
介
す
る
。
こ
の
記
録
を
通
し
て
、

人
類
学
会
に
入
会
す
る
以
前
の
学
問
的
方
向
が
ま
だ
定
ま
っ
て
い
な
い
若
き
頃
の
正
功

が
、
当
時
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
、
知
る
手
が
か
り

と
な
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

一
、
阿
部
正
功
の
研
究
動
向
の
変
遷

「
棚
倉
紀
行
」
を
見
て
い
く
前
に
、
正
功
の
学
問
活
動
の
変
遷
に
つ
い
て
、
前
稿
な

ど
に
よ
り
簡
単
に
ま
と
め
て
み
て
お
こ
う
（
６
）
。

慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
七
歳
（
数
え
）
よ
り
、
手
習
い
（
習
字
）、
四
書
素
読

を
は
じ
め
る
。

棚
倉
藩
知
事
と
な
っ
て
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
五
月
に
棚
倉
へ
帰
国
後
は
、
藩

校
修
道
館
に
通
学
。

明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
一
〇
月
、
一
三
歳
か
ら
洋
学
を
始
め
る
。

青
松
寺
内
（
現
東
京
都
港
区
）
の
日
新
義
塾
（
不
明
）
へ
入
社
（
〜
五
年
）。

六
月
か
ら
勧
学
義
塾
に
入
塾
し
、
正
則
を
学
ぶ
（
同
六
年
退
社
）。

明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
四
月
に
一
四
歳
で
、
慶
応
義
塾
へ
入
塾
（
〜
一
〇
年
）。

同
一
〇
年
十
一
月
、箕
作
秋
坪
が
開
い
た
三
叉
学
舎
に
入
塾（
〜
同
一
四
年
九
月
）、

漢
学
を
安
並
碓
氷
（
高
知
の
人
）
に
学
ぶ
。

史
料
紹
介

阿
部
正
功
著
「
棚
倉
紀
行
」

丸
山　

美
季　
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明
治
一
四
年
一
二
月
よ
り
、
漢
学
修
養
の
た
め
東
京
府
士
族
金
枝
義
恵
の
塾
に
入

塾
（
〜
一
六
年
一
月
）。

こ
の
よ
う
に
、
正
功
は
、
幼
い
頃
よ
り
漢
学
を
学
ぶ
一
方
、
英
語
塾
の
双
璧
と
言
わ

れ
た
福
沢
諭
吉
の
開
い
た
慶
応
義
塾
と
、
箕
作
秋
坪
の
三
叉
学
舎
の
両
方
で
学
ん
だ
。

い
わ
ば
、
当
時
最
新
の
教
育
を
受
け
た
知
識
人
だ
っ
た
と
い
え
る
。

「
棚
倉
紀
行
」
が
書
か
れ
た
明
治
一
三
〜
一
四
年
頃
は
、
正
功
は
学
問
三
昧
の
日
々

を
送
っ
て
い
た
。
そ
の
頃
の
正
功
の
日
記
に
は
、
ほ
と
ん
ど
毎
日
朝
早
く
か
ら
三
叉
学

舎
や
安
並
の
所
へ
通
い
、
そ
の
か
た
わ
ら
、
上
野
の
教
育
博
物
館
（
後
の
国
立
科
学
博

物
館
）
や
帝
室
博
物
館
（
現
東
京
国
立
博
物
館
）、
勧
業
博
覧
会
な
ど
に
訪
れ
て
い
る

記
事
が
度
々
見
え
る
。
す
な
わ
ち
、
古
物
、
博
物
学
的
な
方
面
に
興
味
を
持
っ
て
い
た

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
既
に
の
ち
の
人
類
学
や
考
古
学
に
傾
倒
し
て
い
く
片
鱗
が
こ

こ
に
窺
え
る
。

明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
）
に
は
地
学
協
会
に
入
会
し
、
協
会
員
で
あ
っ
た
外
務
省

書
記
官
北
澤
正
誠
の
所
へ
通
学
し
、
一
時
は
寓
居
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
た
ら
し
い
。
こ

の
よ
う
に
学
問
に
邁
進
し
て
い
た
同
二
〇
年
（
一
八
八
七
）
六
月
二
八
日
、
正
功
は
、

地
学
協
会
の
例
会
に
お
い
て
講
演
者
で
あ
っ
た
坪
井
正
五
郎
と
初
め
て
出
会
い
、
以
後

人
類
学
・
考
古
学
へ
急
速
に
熱
中
し
て
い
く
。
明
治
二
四
年
〜
二
七
年
（
一
八
九
一
〜

九
三
）
頃
は
最
も
精
力
的
に
遺
物
・
遺
跡
調
査
を
行
い
、
人
類
学
会
で
活
躍
し
た
時
期

で
あ
る
。

そ
の
後
明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）
一
一
月
、
考
古
と
歴
史
を
愛
す
る
趣
味
人
の
集

り
と
し
て
入
会
制
限
も
な
い
自
由
な
会
と
し
て
発
足
し
た
「
集
古
会
」
や
、
人
類
学
会

か
ら
分
離
し
た
「
考
古
学
会
」
に
も
入
会
す
る
な
ど
、
活
動
の
場
を
広
げ
て
い
る
。
そ

し
て
正
功
の
発
掘
活
動
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
い
え
る
の
が
、同
三
一
年
（
一
八
九
八
）

の
芝
丸
山
古
墳
（
現
東
京
都
港
区
）
発
掘
調
査
へ
の
参
加
で
あ
る
。
当
初
は
一
見
学
者

と
し
て
見
物
し
て
い
た
正
功
で
あ
っ
た
が
、
坪
井
正
五
郎
に
そ
の
発
掘
を
任
さ
れ
た
野

中
完
一
を
手
伝
う
よ
う
に
な
り
、
毎
日
の
よ
う
に
現
場
に
通
い
、
共
に
作
業
を
行
い
、

そ
の
際
の
作
業
を
詳
細
に
記
録
し
た
「
芝
円
山
古
墳
調
査
略
記
」
を
残
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
明
治
三
〇
年
代
前
半
ま
で
は
、
人
類
学
会
の
例
会
に
出
た
り
、
土

俗
調
査
に
出
か
け
た
り
、鳥
居
龍
蔵
や
坪
井
正
五
郎
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
人
類
学
会
・

考
古
学
会
員
と
交
際
す
る
な
ど
、
以
前
程
で
は
な
い
が
活
発
な
活
動
が
見
ら
れ
た
が
、

三
〇
年
代
後
半
に
な
る
と
次
第
に
学
会
活
動
・
発
掘
調
査
活
動
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
く
。

さ
ら
に
大
正
二
年
（
一
九
一
四
）、
坪
井
正
五
郎
が
亡
く
な
る
と
、
学
会
活
動
に
は
ほ

と
ん
ど
姿
を
見
せ
な
く
な
り
、
同
一
四
年
（
一
九
二
五
）
六
五
歳
で
死
去
し
た
。

二
、「
棚
倉
紀
行
」
翻
刻

凡
例

一
、 

学
習
院
大
学
史
料
館
受
託
睦
奥
国
棚
倉
藩
主
阿
部
家
史
料
中
、
阿
部
正
功
著
「
棚

倉
紀
行
」
全
一
冊
の
全
文
翻
刻
で
あ
る
。

一
、
翻
刻
に
あ
た
っ
て
、
適
宜
、
句
点
・
並
列
点
を
付
し
た
。

一
、
著
者
に
よ
る
訂
正
が
数
か
所
見
ら
れ
る
が
、
訂
正
後
の
語
句
の
み
を
翻
刻
し
た
。

一
、
宛
字
・
誤
字
は
、
正
し
い
文
字
が
わ
か
る
場
合
は
右
傍
に
（
―
か
）
と
記
し
た
。

一
、 

用
字
は
原
則
と
し
て
、
常
用
漢
字
に
直
し
、
変
体
仮
名
も
現
在
の
字
体
に
改
め
た
。

一
、 

躍
り
字
は
原
本
通
り
と
し
、
漢
字
は
「
々
」、
平
仮
名
は
「
ゝ
」、
片
仮
名
は
「
ヽ
」

に
改
め
た
。

一
、 

ヿ
は
事
、
トモ
は
ト
モ
に
直
し
た
。

一
、
欄
外
の
書
込
み
は
該
当
箇
所
に
﹇　

﹈
に
入
れ
て
示
し
た
。

一
、
原
文
に
あ
る
二
行
割
書
は
、〈　

〉
を
付
し
て
示
し
た
。
改
行
は
／
で
示
し
た
。

一
、 

史
料
翻
刻
に
あ
た
っ
て
多
大
な
便
宜
を
は
か
っ
て
い
た
だ
い
た
阿
部
正
靖
氏
に
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

﹇
本
文
﹈

（
表
紙
）

　
　
「
棚
倉
紀
行
」

　

棚
倉
紀
行　
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ふ
み
月
の
記　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

明
治
十
三
年
七
月
五
日
、
雨
微
風
、
前
六
時
、
霞
町
ヲ
発
車
ス
、
九
時
武
州
足
立
郡
保

木
間
村
農
家
ニ
休
ム
、
同
十
五
分
発
ス
、
十
二
時
廿
分
埼
玉
郡
越
ヶ
谷
駅
字
尾
曽
根
茶

屋
桶
八
方
ニ
テ
昼
食
ヲ
喫
ス
、
足
立
郡
千
住
駅
ト
埼
玉
郡
越
ヶ
谷
駅
ノ
間
ハ
青
田
ニ
シ

テ
稲
苗
高
サ
尺
余
ニ
及
フ
、
同
三
十
分
発
ス
、
後
三
時
同
郡
粕
壁
駅
立
場
ニ
休
ム
、
同

十
五
分
発
ス
、
越
ヶ
谷
駅
ヨ
リ
粕
壁
駅
ヲ
経
テ
葛
飾
郡
杉
戸
駅
迄
テ
大
小
豆
畑
多
シ
、

高
サ
二
百
余
ニ
及
ヘ
リ
、
六
時
過
キ
同
郡
幸
手
駅
ニ
着
、
篠
内
某
方
ニ
泊
ス
、
本
日
悪

路
故
へ
車
夫
等
甚
タ
難
渋
ス
、
里
程
十
里
廿
八
町
廿
二
間

六
日
、
曇
微
風
前
五
時
二
十
分
、
葛
飾
郡
幸
手
駅
篠
内
某
方
ヲ
発
車
ス
、
七
時
過
キ
同

郡
栗
橋
駅
渡
船
場
ニ
着
ス
、
幸
手
駅
ヨ
リ
当
駅
迄
テ
堤
路
ノ
左
右
綿
、
大
小
豆
ノ
畑
多

シ
、
又
駅
ノ
裏
堤
ニ
「
カ
ラ
ム
シ
」
草
茂
生
ス
、
同
四
十
分
、
利
根
川
ヲ
渡
船
ス
、
数

日
前
ヨ
リ
雨
天
故
へ
満
水
ス
、
此
川
ハ
中
央
ヲ
以
テ
武
蔵
・
下
総
両
国
ノ
界
ト
ス
、
下

総
国
葛
飾
郡
中
田
駅
ヲ
経
、
九
時
過
キ
、
同
郡
古
河
駅
立
場
ニ
休
ム
、
中
田
駅
ヨ
リ
当

駅
迄
テ
街
道
ノ
右
ニ
豆
畑
在
り
、
左
ニ
桃
林
在
リ
、
而
シ
テ
地
質
ハ
赤
土
ト
浅
黒
土
ノ

雑
ト
ス
、
同
二
十
分
発
ス
、
当
駅
ヨ
リ
野
州
都
賀
郡
野
木
駅
迄
テ
小
豆
畑
多
シ
、
夫
レ

ヨ
リ
同
郡
間
々
田
駅
迄
テ
猶
、
ク
ノ
木
、
の
林
在
リ
、
街
道
ノ
右
側
ニ
天
蠶
ヲ
養
育
ス

ル
楢
林
ヲ
所
有
ス
ル
一
農
家
ヲ
見
受
タ
リ
、
又
タ
林
間
ニ
陸
穂
、
綿
、
小
豆
畑
ア
リ
、

後
一
時
過
キ
同
郡
小
山
駅
茶
屋
ニ
テ
昼
食
ヲ
喫
ス
、
間
々
田
駅
ヨ
リ
当
駅
迄
テ
綿
、
小

豆
ノ
畑
多
シ
、
同
三
十
分
発
ス
、
同
郡
羽
川
・
小
金
井
両
駅
ヲ
経
、
五
時
前
同
郡
下
石

橋
村
立
場
ニ
休
ム
、
小
山
駅
ヨ
リ
当
駅
迄
テ
楢
林
多
シ
ト
雖
ト
モ
折
々
原
野
在
リ
、
七

時
過
キ
河
内
郡
雀
宮
駅
着
、
戸
室
屋
ニ
泊
ス
、
石
橋
駅
ヨ
リ
当
駅
迄
テ
梨
、
蕎
麦
、
干

瓢
、
等
ノ
畑
多
シ
、
干
瓢
ハ
野
州
物
産
ノ
一
ツ
ナ
リ
、
都
賀
郡
野
木
駅
ヨ
リ
当
駅
迄
テ

地
質
ハ
浅
黒
色
ノ
土
ナ
リ
、
里
程
十
一
里
、
廿
八
町
七
間

七
日
、
曇
、
前
五
時
過
キ
河
内
郡
雀
宮
駅
戸
室
屋
ヲ
発
車
ス
、
七
時
前
、
同
郡
宇
都
宮

駅
ニ
着
、
森
氏
ヲ
シ
テ
直
チ
ニ
電
信
局
ニ
行
シ
シ
テ
棚
倉
へ
出
張
ノ
由
ヲ
電
信
ニ
テ
、

吉
田
氏
迄
テ
報
セ
使
ム
、
当
駅
ヲ
距
ル
廿
町
余
ノ
所
ヨ
リ
坂
路
ト
相
成
ル
、
八
時
半
過

キ
、
街
道
新
田
村
農
家
ニ
休
ム
、
宇
都
宮
駅
ヲ
距
ル
一
里
半
余
、
九
時
三
十
分
、
同
郡

白
澤
駅
ヲ
経
テ
鬼
怒
川
ヲ
渡
船
ス
、
塩
谷
郡
上
阿
久
津
・
氏
家
ノ
両
駅
ヲ
過
キ
弥
五
郎

坂
ヲ
越
へ
、
十
二
時
二
十
分
同
郡
喜
連
川
駅
ニ
着
、
大
黒
屋
ニ
テ
昼
食
ヲ
喫
ス
、
宇
都

宮
以
北
白
澤
・
上
阿
久
津
・
氏
家
ノ
三
駅
ヲ
経
、当
駅
迄
テ
地
質
ハ
浅
黒
色
ノ
砂
土
ナ
リ
、

中
ニ
モ
弥
五
郎
坂
ハ
火
山
質
ニ
シ
テ
第
一
浅
黒
色
砂
土
、
第
二
深
赤
色
焼
土
、
第
三
黄

色
土
、
第
四
鼠
色
粘
土
等
ノ
数
層
ヲ
現
セ
リ
、
同
五
十
分
発
ス
、
後
四
時
過
キ
那
須
郡

佐
久
山
駅
立
場
ニ
休
ム
、
喜
連
川
駅
ヨ
リ
当
駅
迄
テ
街
道
ノ
左
右
ハ
那
須
野
続
キ
ノ
原

野
ニ
テ
稀
ニ
雑
木
ノ
林
在
ル
ヲ
見
受
タ
リ
、
同
郡
大
田
原
駅
ヲ
経
、
七
時
過
キ
市
野
沢

村
立
場
ニ
休
ム
、
同
三
十
分
発
ス
、
鍋
掛
駅
ヲ
経
、
那
珂
川
ヲ
渡
リ
、
九
時
過
キ
、
同

郡
越
堀
駅
ニ
着
、
藤
田
某
方
ニ
泊
ス
、
市
野
澤
村
ヨ
リ
一
里
余
ニ
シ
テ
夜
ニ
入
リ
、
微

雨
降
り
、
大
ニ
歩
行
ニ
難
渋
セ
リ
、
佐
久
山
駅
ヨ
リ
大
田
原
・
鍋
掛
を
経
テ
、
当
駅
迄

テ
地
質
ハ
浅
赤
土
ニ
シ
テ
街
道
ノ
西
方
ハ
数
里
ノ
間
、
漠
々
タ
ル
那
須
野
ノ
曠
原
ニ
テ

全
国
中
第
一
ノ
平
原
ト
云
テ
可
ナ
リ
、
里
程
十
四
里
廿
四
丁
十
間
余

八
日
、
晴
微
風
、
前
六
時
過
キ
、
那
須
郡
越
堀
駅
藤
田
某
方
ヲ
発
車
ス
、
坂
路
を
越
へ

同
郡
芦
野
駅
ヲ
経
テ
十
時
前
同
郡
奇
（
寄
か
）居
村
茶
屋
ニ
休
ム
、
同
三
十
分
発
ス
、
十
一
時
過

キ
磐
城
国
西
白
河
郡
境
明
神
茶
屋
ニ
休
ム
、
当
所
ハ
奇
（
寄
か
）居
村
ヨ
リ
坂
路
ヲ
登
リ
詰
メ
タ

ル
所
ニ
テ
下
野
・
磐
城
両
国
ノ
界
ナ
リ
、
越
堀
駅
ヨ
リ
芦
野
駅
奇
（
寄
か
）居
村
ヲ
経
テ
国
界

迄
テ
地
質
ハ
浅
赤
土
・
浅
黒
砂
土
及
ヒ
浅
黄
土
ノ
混
合
物
ナ
リ
、
暫
時
ニ
シ
テ
発
ス
、

十
二
時
前
、
同
郡
白
坂
駅
ニ
至
ル
、
棚
倉
ヨ
リ
出
迎
ト
シ
テ
数
日
前
ヨ
リ
出
張
シ
タ
ル

吉
田
、
牧
村
、
櫻
井
、
三
氏
ニ
面
会
ス
、
暫
時
ニ
シ
テ
発
ス
、
駅
口
ヲ
距
ル
五
、六
丁

目
ヨ
リ
白
河
住
居
旧
藩
士
ノ
出
迎
タ
ル
者
三
、四
名
及
至
八
、九
名
、
又
ハ
十
余
名
ニ
出

逢
ヘ
リ
、
十
二
時
半
過
キ
同
郡
小
丸
山
村
ニ
休
ム
、
白
河
ヨ
リ
出
迎
タ
ル
旧
藩
士
二
十

余
名
ニ
面
会
ス
、
暫
時
ニ
シ
テ
発
ス
、
白
河
駅
入
口
九
番
町
ニ
テ
出
迎
タ
ル
五
、六
名

ニ
逢
フ
、
一
時
過
キ
西
白
河
郡
白
河
本
町
内
池
屋
ニ
着
ス
、
昼
食
ヲ
喫
ス
、
後
チ
当
初

住
居
旧
藩
士
六
十
余
名
ニ
面
会
ス
、
終
テ
酒
宴
ヲ
開
ク
、
棚
倉
ヨ
リ
出
迎
タ
ル
十
余
名

ニ
別
席
ニ
シ
テ
酒
宴
ヲ
開
カ
シ
メ
タ
リ
、
五
時
前
一
同
退
散
ス
、
同
三
十
分
ヨ
リ
森
本

氏
ノ
請
ニ
依
リ
大
工
町
森
本
氏
設
立
の
撃
剣
場
ニ
行
キ
剣
・
棒
両
術
ノ
試
合
ヲ
一
覧
ス
、

七
時
過
キ
旅
寓
ニ
帰
ル
、
同
十
五
分
過
キ
ヨ
リ
白
河
住
居
平
民
十
余
名
及
ヒ
久
田
野
村

旧
庄
屋
等
ニ
面
会
ス
、
八
時
半
頃
森
本
氏
来
ル
、
面
会
ノ
上
、
旧
高
知
藩
要
馬
術
大
意

ヲ
談
話
ス
、
同
四
十
分
頃
中
村
氏
妻
ニ
モ
面
会
ス
、
両
人
共
九
時
半
過
キ
退
散
ス
、
境

明
神
ヨ
リ
坂
路
ニ
テ
街
道
ノ
左
右
ハ
半
ハ
原
野
ナ
レ
ト
モ
殆
ン
ト
半
ハ
田
畑
ナ
リ
、
地

質
ハ
「
サ
ン
ド
ス
ト
ン
」
層
ナ
ル
ベ
シ
、
麦
畑
ハ
黄
色
ヲ
現
セ
ル
ト
モ
未
タ
刈
始
メ
サ
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ル
模
様
ナ
リ
、
稲
作
ハ
植
付
後
二
番
草
ヲ
取
タ
ル
位
ニ
テ
、
絻
カ
八
、九
寸
ニ
及
ヘ
リ
、

里
程
七
里
五
町
十
五
間

九
日
、
前
七
時
、
旅
寓
ヲ
出
テ
、
常
宣
寺
ニ
行
キ
墳
墓
ヲ
拝
ス
、
八
時
前
旅
寓
ニ
返
ル
、

同
三
十
分
、
恒
屋
、
森
、
牧
村
、
吉
田
、
其
他
棚
倉
ヨ
リ
出
迎
タ
ル
、
櫻
井
、
荒
川
、
大
輪
、

牛
久
保
、
近
藤
、
大
沼
、
本
多
、
等
ヲ
従
へ
、
本
町
内
池
屋
ヲ
発
車
ス
、
櫻
町
ニ
テ
白

河
住
居
旧
藩
士
ニ
別
ル
、
駅
口
ヲ
出
テ
ヨ
リ
道
々
諸
氏
ニ
戊
辰
戦
争
ノ
形
況
ヲ
尋
問
ス
、

十
時
過
キ
、
同
郡
新
地
山
ノ
麓
ナ
ル
農
家
ニ
休
ム
、
室
氏
妻
ニ
面
会
ス
、
後
チ
旧
藩

士
両
三
名
ト
共
ニ
新
地
山
ニ
登
ル
、
三
丁
余
ニ
シ
テ
頂
上
ニ
達
ス
、
時
ニ
微
雨
降
リ
白

河
近
傍
ヲ
遠
望
ス
ル
ヲ
得
ス
、
直
チ
ニ
農
家
ニ
帰
リ
タ
リ
、
同
三
十
分
発
ス
、
十
一
時

三
十
分
同
郡
釜
子
村
ニ
着
、
農
家
ニ
テ
諸
氏
ト
共
ニ
昼
食
ヲ
喫
ス
、
後
チ
横
川
胃
蔵
男

某
ニ
面
会
ス
、
白
河
駅
ヨ
リ
蕪
内
村
迄
テ
ハ
青
田
ニ
シ
テ
稲
作
絻
カ
ニ
七
、八
寸
ニ
及
ヘ

リ
、
夫
レ
ヨ
リ
釜
子
村
迄
テ
田
畑
ア
リ
ト
雖
ト
モ
三
分
二
ハ
原
ニ
テ
雑
木
茂
生
ス
、
後

一
時
諸
氏
ヲ
従
へ
発
車
ス
、
若
栗
新
田
村
ヨ
リ
棚
倉
住
居
旧
藩
士
ノ
出
迎
タ
ル
二
、三
名

及
至
八
、九
名
ニ
逢
フ
、
東
白
川
郡
堤
村
ニ
至
レ
ハ
出
迎
タ
ル
旧
藩
士
四
十
余
名
ニ
逢
ヘ

リ
、
二
時
過
キ
上
台
村
ノ
曠
野
ニ
小
休
ス
、
同
村
住
居
松
本
平
八
所
有
ノ
化
石
ヲ
覧
ル
、

暫
時
ニ
シ
テ
発
ス
、
上
台
村
ニ
テ
三
十
余
名
ニ
又
タ
逢
フ
、
三
時
十
分
、
東
白
川
郡
棚

倉
新
町
佐
川
某
方
ニ
着
ス
、
同
所
ニ
出
迎
タ
ル
人
々
ニ
面
会
ス
、
暫
時
休
息
ノ
後
チ
、

道
筋
迄
テ
出
迎
タ
ル
旧
藩
士
ニ
面
会
ス
、
西
白
河
郡
釜
子
村
ヨ
リ
堤
村
ヲ
経
テ
上
台
村

迄
テ
街
道
ノ
左
右
ハ
概
ネ
曠
野
ナ
レ
ト
モ
殆
ン
ト
半
ハ
田
畑
ナ
リ
、
地
質
ハ
白
河
駅
ヨ

リ
棚
倉
駅
迄
テ
浅
赤
色
・
黒
色
ノ
砂
土
ニ
テ
数
ヶ
所
ニ
「
ラ
イ
プ
ル
マ
ー
ク
」
ヲ
存
ス

ル
ヲ
見
受
タ
リ
、
本
日
早
朝
ヨ
リ
曇
天
ノ
処
、
前
十
時
半
項
及
ヒ
後
二
時
過
キ
両
度
ニ

微
雨
降
リ
シ
ガ
、
四
時
過
キ
ニ
至
テ
稍
々
晴
天
ト
ナ
ル
、
里
程
五
里
丗
二
丁
廿
四
間
半

十
日
、
雨
風
、
早
朝
ヨ
リ
旧
藩
士
ニ
面
会
ス
、
十
時
過
キ
ヨ
リ
南
郷
住
居
三
十
余
名
ニ

面
会
ス
、
十
二
時
半
過
キ
ヨ
リ
三
十
余
名
ヲ
招
キ
酒
宴
ヲ
開
ク
、
央
ナ
ル
項
ロ
旅
寓
ヲ

出
ツ
、
時
ニ
第
二
時
ヲ
過
ク
、
同
三
十
分
馬
場
村
ニ
至
ル
、
都
々
古
和
気
神
社
ニ
参
拝

ス
、
牧
村
、
鈴
木
直
、
関
口
、
中
山
、
等
ノ
諸
氏
従
ス
、
関
口
、
中
山
、
二
氏
ヲ
帰
路

馬
場
村
ヨ
リ
帰
郷
セ
シ
ム
、
夫
ヨ
リ
牧
村
、
鈴
木
、
二
氏
ヲ
従
へ
北
町
板
庫
ニ
至
ル
、

吉
田
、
川
澄
、
二
氏
立
会
ニ
テ
一
覧
ス
、
夫
ヨ
リ
川
澄
氏
ノ
宅
ニ
至
リ
隠
居
ニ
面
会
ス
、

兼
テ
ヨ
リ
協
同
社
ノ
招
待
ニ
依
リ
、
隠
居
ニ
別
ヲ
告
ケ
、
直
チ
ニ
北
町
通
ニ
テ
長
久
寺

ニ
至
レ
ハ
、
協
同
社
々
員
一
同
門
内
ニ
列
立
ス
ル
ニ
付
、
会
釈
ス
、
社
員
先
導
ニ
テ
設

ケ
ノ
座
敷
ニ
着
座
ス
、
時
ニ
第
四
時
ヲ
過
ク
、
暫
ク
シ
テ
社
員
列
座
ニ
付
、
一
礼
ヲ
終

リ
、
本
日
招
待
ニ
預
リ
シ
辱
キ
ヲ
述
フ
、
暫
時
対
話
ノ
後
チ
、
酒
宴
開
キ
タ
リ
、
該
社

ハ
貸
附
会
社
ニ
テ
社
員
モ
四
十
余
名
ア
ル
由
ナ
リ
、
八
時
過
キ
旅
寓
ニ
帰
ル
、
従
者
ハ

牧
村
、
櫻
井
、
鈴
木
、
小
林
、
ノ
諸
氏
ナ
リ
、
南
郷
住
居
之
面
々
ハ
五
時
過
キ
一
同
退

散
ノ
由
ヲ
留
居
ノ
者
ヨ
リ
聞
ケ
リ

十
一
日
、
晴
、
微
風
、
前
八
時
ヨ
リ
蓮
家
寺
ニ
趣
キ
直
チ
ニ
戊
辰
戦
死
者
ノ
法
会
ヲ
執

行
ス
、
十
一
時
過
キ
終
ル
ニ
付
、
戦
死
者
ノ
霊
ヲ
拝
ス
、
次
ニ
家
扶
拝
ス
、
次
ニ
遣
族

ノ
面
々
拝
ス
、
次
ニ
自
拝
人
拝
ス
、
法
会
ニ
臨
席
ノ
総
人
数
九
十
有
余
、
其
内
遣
族
者

四
十
六
人
ナ
リ
、
帰
路
、
心
月
院
殿
始
メ
ノ
墓
ヲ
拝
ス
、
次
ニ
戦
死
者
ノ
墓
碑
ヲ
拝
ス
、

十
二
時
過
キ
旅
寓
ニ
帰
ル
、
後
二
時
ヨ
リ
旧
城
内
撃
剣
場
ニ
趣
キ
剣
・
棒
両
術
ノ
試
合

ヲ
覧
ル
、
該
場
ハ
宮
田
氏
ノ
設
立
ニ
係
ル
、
而
シ
テ
同
氏
ノ
請
フ
処
ナ
リ
、
三
時
過
ギ

旅
寓
ニ
帰
ル
、
同
三
十
分
ヨ
リ
蓮
家
寺
ニ
趣
キ
、
棚
倉
及
ヒ
近
傍
住
居
ノ
旧
藩
士
ヲ
招

キ
送
別
ノ
宴
ヲ
開
ク
、
参
集
ス
ル
者
百
二
十
有
余
人
ナ
リ
、
六
時
過
キ
宴
終
リ
一
同
退

散
ス
、
依
テ
旅
寓
ニ
帰
ル

十
二
日
、
快
晴
微
風
、
前
七
時
頃
ヨ
リ
鈴
木
、
山
岡
、
秋
元
、
ノ
諸
氏
来
リ
、
化
石
、

木
炭
、
貝
石
、
ヲ
持
参
ス
、
上
台
村
住
松
本
平
八
所
有
ノ
化
石
数
片
ヲ
同
村
住
田
沼
忠

次
郎
持
参
ス
、
面
会
ノ
上
、
右
化
石
ハ
何
年
何
月
何
郡
何
村
何
山
ヨ
リ
堀
出
タ
ル
明
細

書
ヲ
認
メ
差
出
ス
由
ヲ
依
頼
ス
、
以
上
余
ガ
請
フ
所
ナ
リ
、
右
木
炭
、
木
化
石
、
貝
石
、

等
ノ
性
質
及
ヒ
地
上
ニ
露
出
ス
ル
位
置
ヲ
以
テ
推
察
ス
ル
ニ
棚
倉
近
傍
六
、七
里
内
外

ノ
地
ハ
前
世
界
ノ
「
デ
ス
マ
ル
、
ス
ワ
ン
プ
」〈
沼
地
森
林
／
ノ
義
ナ
リ
〉
ナ
ル
ベ
シ
、

右
証
跡
ヲ
陳
レ
ハ
左
ノ
如
シ
、
棚
倉
地
内
根
小
屋
川
〈
久
慈
川
／
支
流
〉
底
盤
ハ
木
炭

ヨ
リ
組
立
ル
ナ
リ
、
其
他
両
三
ヶ
所
ニ
露
出
ス
、
右
証
ヲ
以
テ
見
レ
ハ
棚
倉
ノ
地
盤
ハ

木
炭
層
ナ
ル
ベ
シ
、
又
タ
板
橋
流
両
村
山
中
ヨ
リ
大
木
ノ
化
石
出
ス
ル
ヲ
見
レ
ハ
両
村

ノ
地
盤
モ
往
古
ノ
森
林
ト
想
ル
、
又
タ
西
河
内
村
山
中
ヨ
リ
貝
石
ノ
出
ツ
ル
ヲ
見
レ
ハ

同
村
及
ヒ
近
傍
モ
往
古
ノ
海
底
ナ
ル
ベ
シ
、
而
シ
テ
西
白
河
郡
釜
子
、
若
栗
新
田
、
両

村
間
ノ
地
盤
ニ
「
ラ
イ
プ
ル
マ
ー
ク
」〈
波
浪
ノ
／
義
〉
ヲ
存
ス
ル
ア
リ
、
之
レ
往
古

ノ
河
底
ト
推
察
セ
ラ
ル
、
十
時
過
キ
ヨ
リ
森
氏
棚
倉
小
学
校
生
徒
富
沢
直
禮
〈
十
三
年

／
九
ヶ
月
〉
西
村
神
八
郎
〈
十
三
年
〉、
国
島
孟
鑑
〈
十
一
年
／
四
ヶ
月
〉
等
ヲ
召
連
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レ
旅
寓
ニ
来
リ
、
小
学
科
目
書
ノ
講
義
ヲ
聴
聞
ニ
入
レ
ン
事
ヲ
請
フ
、
之
ヲ
諾
ス
、
森

氏
附
添
ニ
テ
富
沢
氏
日
本
略
史
、
西
村
氏
日
本
地
誌
、
国
島
氏
初
学
須
知
等
ヲ
講
義
ス
、

十
一
時
過
キ
森
氏
同
道
ニ
テ
退
散
ス
、
後
三
時
過
キ
田
沼
、
江
守
、
両
氏
来
り
化
石
明

細
書
ヲ
差
出
ス
、〈
右
書
面
別
冊
／
ニ
記
ス
〉
後
六
時
過
キ
ヨ
リ
棚
倉
住
居
平
民
四
十

有
余
名
旅
寓
ニ
来
リ
招
待
ス
、
十
時
過
キ
一
同
退
散
ス

十
三
日
、
晴
微
風
、
前
一
時
恒
屋
氏
東
京
へ
出
立
ス
、
七
時
過
キ
吉
田
、
森
、
両
氏
ヲ

従
へ
棚
倉
ヲ
発
車
ス
、
上
台
村
坂
下
ニ
テ
送
リ
来
ル
旧
藩
士
ニ
別
ル
、
九
時
三
十
分
釜

子
村
農
家
ニ
休
ム
、
当
村
元
問
屋
有
賀
與
平
ニ
面
会
ス
、
白
河
へ
帰
宅
ノ
者
及
ヒ
棚
倉

ヨ
リ
送
リ
来
ル
面
々
モ
休
息
ス
、
斎
田
氏
ハ
過
刻
ヨ
リ
休
息
シ
居
タ
リ
、
若
栗
新
田
当

村
間
ニ
テ
水
晶
類
ノ
族
ヲ
拾
フ
、
又
タ
「
ラ
イ
プ
ル
マ
ー
ク
」
存
ス
ル
砂
土
ノ
塊
ヲ
堀

採
ス
、二
品
共
地
面
ニ
露
出
ス
、九
時
五
十
分
発
車
ス
、当
村
ヲ
距
ル
五
、六
町
ニ
白
河
、

河
原
田
ノ
追
分
ア
リ
、
此
処
ニ
テ
白
河
へ
帰
宅
ノ
者
五
名
ニ
別
ル
、
是
ヨ
リ
先
キ
斎
田

氏
ヲ
北
平
山
穂
積
方
へ
先
発
セ
シ
ム
、
河
原
田
村
手
前
大
隈
川
々
原
ニ
テ
棚
倉
ヨ
リ
ノ

十
一
名
ニ
別
ル
、
櫻
井
、
大
輪
、
小
林
、
ノ
三
氏
ハ
私
用
ニ
テ
岩
瀬
、
安
積
、
両
郡
へ

趣
ク
ニ
ヨ
リ
途
中
迄
テ
同
道
セ
ン
事
ヲ
請
フ
、
之
ヲ
諾
ス
、
河
原
田
村
中
央
ヨ
リ
左
ニ

折
レ
関
和
久
村
ヲ
経
、
十
二
時
過
キ
北
平
山
村
穂
積
方
ニ
着
ス
、
隠
居
夫
婦
ニ
面
会
ス
、

斎
田
氏
過
刻
ヨ
リ
待
居
レ
リ
、
後
チ
昼
食
ヲ
喫
ス
、
小
林
、
櫻
井
、
両
氏
ヲ
シ
テ
車
ト

共
ニ
泉
崎
村
迄
テ
先
行
セ
シ
ム
、
二
時
過
キ
隠
居
ヲ
案
内
者
ト
シ
、
吉
田
、
森
、
大
輪
、

斎
田
、
等
ヲ
従
へ
発
ス
、
烏
峠
東
方
ノ
麓
ニ
テ
斎
田
氏
ニ
別
ル
、
二
十
余
丁
ニ
テ
頂
上

ニ
達
ス
、
時
ニ
三
時
半
ナ
リ
、
平
垣
ノ
地
凡
ソ
三
反
余
、
中
央
ノ
小
丘
ニ
南
面
シ
テ
稲

荷
ノ
祠
ア
リ
、
参
拝
ス
、
後
チ
社
務
所
ニ
休
息
中
近
傍
ノ
地
形
ヲ
図
ス
、〈
因
ニ
曰
ク

烏
峠
ハ
磐
城
ノ
／
国
西
白
河
郡
泉
崎
村
地
内
／
ニ
テ
甲
子
山
脈
ヨ
リ
白
河
駅
ノ
背
面
ヲ

走
り
／
東
方
ニ
突
出
シ
タ
ル
山
脈
ノ
端
ト
ス
〉
四
時
過
キ
社
務
所
ヲ
出
ツ
、
西
面
ノ
山

道
ヲ
下
ル
、
十
八
丁
余
ニ
シ
テ
泉
崎
村
地
内
ノ
耕
地
ニ
至
ル
、
十
五
、六
丁
ニ
テ
泉
崎

村
ニ
達
ス
、
穂
積
隠
居
ニ
別
ル
、
当
村
小
学
校
教
員
山
本
與
一
郎
ニ
面
会
ス
、
暫
ラ
ク

シ
テ
乗
車
ス
、
矢
吹
原
ヲ
通
リ
六
時
過
キ
、
中
畑
新
田
村
ニ
テ
陸
羽
街
道
ニ
出
ツ
、
七

時
前
岩
瀬
郡
矢
吹
駅
ニ
着
、
横
川
英
次
方
ニ
泊
ス
、
有
田
、
石
井
、
村
社
、
ノ
三
氏
来

ル
、
九
時
過
キ
退
散
ス
、
櫻
井
、
大
輪
、
小
林
、
モ
同
宿
ス
、
里
程
左
ノ
如
シ
、
棚
倉

二
里
十
三
丁
五
十
一
間
、
釜
子
二
十
四
丁
、
関
和
久
五
丁
、
北
平
山
一
里
半
、
泉
崎
一

里
廿
町
、
矢
吹
合
テ
五
里
五
十
一
間

十
四
日
、
晴
微
風
、
前
六
時
三
十
分
矢
吹
駅
ヲ
発
ス
、
吉
田
、
森
、
櫻
井
、
大
輪
、
ノ

諸
氏
従
フ
、
小
林
氏
ヲ
シ
テ
荷
物
ニ
付
添
ヒ
須
賀
川
駅
へ
先
発
セ
シ
ム
、
矢
吹
駅
ヲ
距

ル
廿
四
丁
、
岩
代
国
岩
瀬
郡
久
来（
米
来
か
）

永
村
ヨ
リ
長
沼
道
ニ
入
ル
、
同
郡
保
土
原
、
矢
田
野
、

両
村
ヲ
経
、
九
時
過
キ
鉾
衝
村
室
田
氏
ノ
宅
ニ
至
ル
、
矢
田
野
村
ニ
テ
櫻
井
氏
ニ
別
ル
、

暫
ラ
ク
シ
テ
室
田
父
子
ニ
面
会
ノ
上
、
先
年
ノ
礼
ヲ
述
ヘ
後
チ
雑
話
ス
、
同
三
十
分
頃
、

矢
吹
ヨ
リ
岡
本
氏
来
ル
、十
時
過
キ
父
子
案
内
ニ
テ
坂
ヲ
登
リ
鹿
島
神
社
境
内
ニ
至
ル
、

神
殿
ニ
参
拝
ス
、
後
チ
境
内
ヲ
一
覧
中
去
ル
戊
辰
ノ
年
乱
ヲ
避
ケ
室
田
氏
ノ
宅
ニ
寓
ス

ル
頃
、
屢
バ
当
山
ニ
遊
ヒ
タ
ル
情
態
ヲ
思
出
シ
、
父
子
ト
歩
ミ
ツ
ゝ
雑
話
セ
リ
、
村
境

ニ
テ
室
田
父
子
ニ
別
ル
、
大
輪
氏
ニ
又
タ
別
ル
、
矢
田
野
村
ニ
テ
甲
斐
父
子
ニ
面
会
ス
、

男
某
泉
田
村
迄
テ
案
内
セ
ン
ト
請
フ
、
之
ヲ
諾
ス
、
釈
賀
堂
川
支
流
〈
矢
田
野
泉
／
田

村
境
〉
ヲ
渡
リ
泉
田
村
ニ
テ
甲
斐
氏
ニ
別
ル
、
稲
村
ヲ
経
、
三
時
二
十
分
同
郡
須
賀
川

駅
ニ
着
、
三
谷
屋
ニ
休
ム
、
同
家
ニ
小
林
、
鈴
木
、
両
氏
待
居
レ
リ
、
鈴
木
氏
ハ
郡
山

へ
帰
村
ノ
由
ナ
リ
、
昼
食
ヲ
喫
ス
、
後
チ
旧
藩
士
六
名
及
ヒ
当
駅
平
民
石
井
常
女
ニ
面

会
ス
、
鈴
木
、
小
林
、
両
氏
ヲ
宿
割
ト
シ
テ
桑
野
村
へ
先
行
セ
シ
ム
、
四
時
前
吉
田
、
森
、

両
氏
ヲ
従
ヘ
駅
車
〈
人
力
／
車
〉
三
輛
ヲ
雇
ヒ
発
車
ス
、
大
隈
川
ヲ
渡
リ
石
川
郡
江
持

村
ニ
至
ル
、
夫
レ
ヨ
リ
日
出
山
ヲ
経
へ
八
時
過
キ
、
安
積
郡
郡
山
駅
ニ
テ
下
車
ス
、
九

時
過
同
郡
桑
野
村
ニ
着
、
白
河
屋
勇
蔵
方
ニ
泊
ス
、
郡
山
住
鈴
木
賤
勇
来
ル
面
会
ス
、

鈴
木
直
、
小
林
某
、
モ
来
ル
、
三
氏
共
十
時
過
キ
退
散
ス
、〈
鈴
木
兄
弟
ハ
郡
山
へ
小

／
林
ハ
福
島
県
出
張
所
へ
帰
ル
〉
是
ヨ
リ
先
キ
保
土
原
、
矢
田
野
、
鉾
衝
、
泉
田
、
村

迄
テ
青
田
多
シ
、
同
村
ヨ
リ
稲
村
ヲ
経
、
須
賀
川
駅
迄
テ
平
原
多
シ
、
地
質
ハ
矢
吹
駅

ヨ
リ
当
駅
迄
テ
河
原
砂
ノ
層
ナ
リ
、
当
駅
ヨ
リ
江
持
、
守
山
、
西
村
ヲ
経
、
郡
山
駅
迄

テ
地
質
ハ
河
原
砂
ニ
テ
桑
畑
多
シ
ト
雖
ト
モ
江
持
原
、
守
山
原
ア
リ
、
当
駅
ヨ
リ
桑
野

村
迄
テ
地
質
ハ
粘
土
ニ
シ
テ
畑
多
シ
ト
ス
、
本
日
泉
田
・
須
賀
川
間
ニ
テ
微
雨
ニ
逢
フ
、

須
賀
川
ニ
テ
岡
本
氏
ニ
別
ル
、
又
タ
車
夫
佐
助
ヲ
シ
テ
帰
京
セ
シ
ム
、
里
程
左
ノ
如
シ
、

矢
吹
二
里
半
、
鉾
衝
三
里
、
須
賀
川
一
里
十
六
丁
、
守
山
一
里
廿
八
丁
、
郡
山
丗
丁
、

桑
野
村
含
テ
八
里
廿
丁

十
五
日
、
晴
微
風
、
前
七
時
過
キ
ヨ
リ
鈴
木
兄
弟
、
小
林
来
ル
、
九
時
過
キ
鈴
木
弟
ヲ

留
居
ト
シ
、
小
林
、
鈴
木
兄
ヲ
案
内
者
ト
ス
、
吉
田
、
森
ヲ
従
へ
旅
寓
ヲ
出
ツ
、
大
神
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宮
社
前
ヨ
リ
内
務
出
張
所
前
ヲ
過
キ
二
、三
丁
ニ
シ
テ
右
ニ
折
レ
、
新
田
ノ
辺
ヲ
通
り

開
成
沼
、
次
ノ
沼
界
ノ
土
手
ヲ
通
リ
郡
山
道
ニ
出
ツ
、
一
、二
丁
ニ
テ
左
ニ
折
レ
、
大

蔵
垣
原
道
ニ
入
ル
、
二
十
丁
余
ニ
テ
久
留
米
開
墾
所
ニ
至
ル
、
一
覧
ノ
後
チ
大
槻
村
ヲ

経
、
十
一
時
過
キ
旅
寓
ニ
帰
ル
、〈
当
所
記
／
事
ハ
別
／
冊
ニ
／
記
ス
〉
昼
食
ヲ
喫
ス
、

正
午
過
キ
鈴
木
兄
弟
、
小
林
ノ
三
氏
、
郡
山
駅
迄
テ
送
ラ
ン
ト
請
フ
、
之
ヲ
諾
ス
、
後

一
時
過
キ
吉
田
・
森
ヲ
従
へ
桑
野
村
発
ス
、
二
時
十
五
分
郡
山
駅
ニ
休
ム
、
鈴
木
兄
弟
・

小
林
等
ニ
別
ル
、
駅
車
ニ
乗
リ
発
ス
、
三
時
半
同
郡
高
倉
村
立
場
ニ
休
ム
、
暫
ク
シ
テ

発
ス
、
安
達
郡
本
宮
駅
ヲ
経
、
七
時
半
同
郡
二
本
松
駅
ニ
着
、
翁
屋
ニ
泊
ス
、
地
質
ハ

郡
山
駅
ヨ
リ
当
駅
迄
テ
砂
地
ニ
シ
テ
往
古
ノ
沼
地
ト
想
ル
、
里
程
左
ノ
如
シ
、
桑
野
丗

丁
、
郡
山
二
里
十
七
丁
六
間
、
高
倉
一
里
六
丁
五
十
七
間
、
本
宮
二
里
廿
三
丁
三
十
三

間
半
、
二
本
松
合
テ
七
里
五
丁
六
間
半

十
六
日
、晴
微
風
、前
五
時
半
過
キ
吉
田
、森
ヲ
従
へ
安
達
郡
二
本
松
駅
ヲ
発
車
ス
、〈
駅

車
ヲ
／
雇
フ
〉、七
時
三
十
分
信
夫
郡
松
川
村
立
場
ニ
休
ム
、十
時
前
同
郡
福
島
駅
ニ
着
、

森
田
屋
ニ
テ
昼
食
ヲ
喫
ス
、
二
本
松
駅
ヨ
リ
当
駅
迄
テ
地
質
ハ
火
山
層
ト
ス
、
就
中
最

モ
明
瞭
ナ
ル
証
趾
ヲ
表
ハ
伏
拝
坂
ナ
リ
、
之
ヲ
以
テ
考
レ
ハ
往
古
ニ
在
テ
安ア

タ

タ

ラ

達
太
良
山

〈
俗
称
二
本
／
松
嶽
火
山
﹈
ハ
猛
烈
ナ
ル
数
度
ノ
発
裂
ヲ
為
シ
タ
ル
ト
想
像
セ
ラ
ル
、

十
一
時
過
キ
福
島
駅
発
車
ス
、〈
駅
車
ヲ
雇
〉、
十
二
時
過
キ
同
郡
瀬
ノ
上
駅
立
場
ニ
休

ム
、
後
一
時
四
十
分
上
飯
坂
村
ニ
着
ス
、
堀
切
氏
案
内
ニ
テ
佐
藤
鎌
次
〈
新
涌
屋
ト
／

称
ス
〉
方
ニ
旅
寓
ヲ
定
ム
、
福
島
・
瀬
ノ
上
両
駅
ノ
間
青
田
多
シ
、
夫
ヨ
リ
当
村
迄
テ

地
形
平
垣
ニ
シ
テ
精
良
ノ
桑
畑
夥
多
ア
リ
、
地
質
ハ
河
原
砂
ニ
小
石
ヲ
混
合
セ
シ
モ
ノ

ト
ス
、
五
時
ヨ
リ
吉
田
同
道
ニ
テ
堀
切
氏
ノ
邸
ニ
趣
ク
、
戸
主
良
平
并
ニ
継
母
ニ
面
会

中
談
適
々
養
蚕
ノ
事
ニ
移
リ
シ
ト
キ
、
余
、
堀
切
氏
ニ
問
フ
、
養
蚕
扱
方
ヲ
心
得
タ
ル

者
ア
ラ
バ
呼
ヒ
質
問
セ
ン
ト
ス
、
氏
諾
ス
、
暫
ク
シ
テ
二
人
来
ル
、
直
ニ
質
問
ス
、
七

時
前
氏
ノ
邸
ヲ
出
ツ
、
帰
路
氏
ノ
桑
畑
ヲ
覧
ミ
、
夫
ヨ
リ
戸
主
同
道
ニ
テ
、
祖
父
某
ノ

墓
所
ニ
至
リ
墓
ヲ
拝
ス
、
同
三
十
分
旅
寓
ニ
返
ル
、
里
程
左
ノ
如
シ
、
二
本
松
二
里
八

丁
十
七
間
、
松
川
一
里
十
七
丁
廿
三
間
半
、
清
水
町
一
里
廿
三
丁
五
間
半
、
福
島
一
里

廿
二
丁
五
十
九
間
、
瀬
ノ
上
一
里
十
三
丁
三
十
五
間
半
、
合
テ
八
里
十
二
丁
四
十
間
半

十
七
日
、
快
晴
微
風
、
前
五
時
過
キ
瀧
ノ
湯
温
度
ヲ
量
ル
、
百
三
十
度
弱
ナ
リ
、
六
時

過
キ
堀
切
氏
継
母
来
リ
、
昨
日
来
車
ノ
礼
ヲ
述
フ
、
同
丗
分
帰
宅
ス
、
七
時
前
良
平
来

リ
供
応
セ
ン
ト
請
フ
、
諾
ス
、
直
チ
ニ
酒
宴
ヲ
開
レ
リ
、
安
藤
長
四
郎
男
某
来
リ
繭
ヲ

与
ヘ
リ
、
八
時
前
終
ル
、
吉
田
・
森
ヲ
従
へ
同
十
五
分
佐
藤
方
ヲ
発
車
〈
駅
車
三
輛
堀

切
氏
／
ニ
ハ
馳
走
ナ
リ
〉
ス
、
堀
切
氏
尾
車
ス
、
十
時
前
、
瀬
上
駅
立
場
ニ
休
ム
、
堀

切
氏
ニ
別
ル
、
直
チ
ニ
発
ス
、
福
島
ヲ
経
、
伏
拝
坂
迄
テ
道
路
平
垣
ニ
テ
千
住
・
草
加

間
ノ
路
ニ
似
タ
リ
、
後
一
時
半
過
キ
浅
川
村
ニ
小
休
ス
、
二
時
四
十
分
松
川
駅
立
場
茶

屋
ニ
テ
昼
食
ヲ
喫
ス
、
四
時
半
安
達
郡
油
井
村
ニ
小
休
ス
、
六
時
前
、
同
郡
二
本
松
駅

ニ
着
〈
福
島
ヨ
リ
当
所
／
迄
テ
歩
行
ス
〉、
駅
車
ヲ
雇
ヒ
発
ス
、
七
時
前
安
達
郡
本
宮

駅
ニ
着
、
宿
屋
ニ
泊
ス
、
本
日
暑
気
甚
シ
ク
旅
行
中
ノ
大
暑
ト
云
ヘ
シ
、
里
程
十
一
里

十
四
間

十
八
日
、
快
晴
微
風
、
前
五
時
安
達
郡
本
宮
駅
ヲ
発
車
ス
、〈
駅
車
ヲ
／
雇
フ
〉
七
時
、

安
積
郡
高
倉
村
立
場
ニ
休
ム
、
八
時
過
キ
同
郡
々
山
駅
ニ
至
ル
、
中
学
校
構
内
寓
鈴
木

某
ノ
宅
ニ
行
キ
面
会
ス
、
同
三
十
分
発
ス
、〈
駅
車
ヲ
／
雇
フ
〉
十
一
時
二
十
分
前
岩

瀬
郡
須
賀
川
駅
小
林
某
方
ニ
テ
昼
食
ヲ
喫
ス
、
十
二
時
過
キ
発
ス
〈
駅
車
ヲ
／
雇
フ
〉

同
郡
鏡
田
村
ヨ
リ
右
ニ
折
レ
、
牧
ノ
内
道
ニ
入
ル
同
郡
保
土
原
・
飯
豊
両
村
ヲ
経
、
三

時
半
白
子
村
農
家
ニ
休
ム
、
上
下
松
本
両
村
ヲ
経
、
五
時
過
キ
同
郡
下
牧
ノ
内
村
ニ
着

〇
旧
庄
屋
﹇
小
畠
岩
司
﹈
案
内
ニ
テ
会
津
屋
ニ
投
宿
ス
、
須
賀
川
駅
ヨ
リ
鏡
田
村
迄
テ

路
傍
畑
多
シ
、
同
村
ヨ
リ
保
土
原
村
手
前
釈
加
堂
川
迄
テ
二
十
余
丁
ノ
間
、
原
ニ
テ
松

林
諸
所
ニ
在
リ
、
保
土
原
村
ヨ
リ
当
村
迄
テ
左
ハ
権
田
倉
山
ノ
支
脈
ニ
テ
松
杉
及
ヒ
雑

木
茂
生
シ
、
右
ハ
天
栄
山
ノ
支
脈
ニ
シ
テ
重
ニ
松
林
多
シ
ト
ス
、
右
両
山
脈
ノ
間
ニ
耕

地
ア
リ
、
広
キ
ハ
十
五
、六
丁
ヨ
リ
狭
キ
ハ
六
、七
丁
ニ
及
フ
、
右
耕
地
ハ
旧
白
川
領
内

第
一
ノ
良
田
ニ
テ
地
質
ハ
上
等
ノ
肥
土
ナ
リ
、
地
形
ハ
当
村
ヨ
リ
須
賀
川
近
傍
迄
テ
次

第
ニ
斜
面
ヲ
為
ス
、
保
、
飯
、
白
、
ノ
三
村
ハ
農
民
ノ
居
宅
内
ニ
必
ス
茱
萸
樹
五
、六

本
在
リ
、
余
其
故
ヲ
知
ラ
ス
、
夕
食
ノ
節
、
旧
庄
屋
某
ノ
供
応
ニ
預
タ
リ
、
後
チ
某
ニ

当
村
ノ
物
産
及
ヒ
地
質
ヲ
問
フ
、
杉
、
松
、
栗
、
楢
、
櫻
、
セ
ノ
木
、
カ
ヤ
、
ヨ
モ
キ
、

ヨ
シ
、
蕨
、
紫
蕨
、
宇
土
、
欵
冬
、
山
鳥
、
雉
子
、
駒
鳥
、
熊
、
鹿
、
猪
、
青
猪
、
及

ヒ
米
、
麦
、
稗
、
等
ナ
リ
ト
答
フ
、
九
時
過
キ
、
須
賀
川
ヨ
リ
小
林
栄
吉
来
り
吉
田
ニ

面
会
シ
、
本
日
斯
々
ノ
次
第
故
へ
面
謁
セ
ン
ト
云
フ
、
之
ヲ
諾
ス
、
対
面
中
、
氏
申
ケ

ル
ニ
今
ヨ
リ
夜
行
ニ
テ
帰
宅
セ
ン
ト
ス
、
余
曰
ク
夜
行
ヲ
止
メ
、
明
日
帰
宅
ノ
方
然
ル

可
ク
ト
申
シ
タ
ル
ニ
其
言
ニ
従
ヒ
泊
ス
、
十
時
前
、
庄
屋
某
ニ
明
日
天
栄
山
へ
登
山
ス
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ル
ニ
付
、
案
内
人
ヲ
差
出
ス
ヲ
約
ス
、
某
諾
シ
テ
退
散
ス
、
当
座
敷
ハ
庫
座
敷
ニ
テ
入

口
ノ
外
南
ニ
一
ツ
ノ
窓
ア
リ
、
開
キ
外
ヲ
望
メ
ハ
晴
天
満
月
ニ
テ
恰
モ
白
昼
ノ
如
シ
、

月
光
順
風
ト
共
ニ
入
来
り
、
稍
々
冷
キ
ヲ
覚
レ
ト
モ
座
中
ハ
熱
気
去
ラ
ス
シ
テ
夏
期
ナ

レ
ト
モ
、
外
ヲ
望
メ
ハ
秋
期
ノ
寛
ヲ
為
セ
リ
、
里
程
左
ノ
如
シ
、
安
達
郡
本
宮
六
里
丗

三
丁
廿
二
間
、
岩
瀬
郡
須
賀
川
二
里
、
保
土
原
廿
五
丁
、
飯
豊
十
八
丁
、
白
子
一
里
廿

二
丁
、
松
本
十
八
丁
、
下
牧
ノ
内
合
テ
十
里
十
六
丁
廿
二
間

十
九
日
、
晴
微
風
、
前
七
時
三
十
分
吉
田
・
森
両
氏
ヲ
従
へ
下
牧
ノ
内
村
ヲ
発
ス
、
〇

旧
庄
屋
﹇
〇
北
畠
岩
司
﹈
及
ヒ
案
内
者
二
人
先
導
ス
、
村
口
ニ
テ
小
林
氏
ニ
別
ル
、
八

時
半
、
上
牧
ノ
内
村
字
瀧
田
農
家
ニ
小
休
ス
、
下
牧
ノ
内
村
を
距
ル
一
里
余
ト
ス
、
木

標
ニ
左
勢
至
堂
、右
湯
本
道
ト
記
セ
リ
、当
村
ハ
山
間
ノ
寒
村
ニ
テ
、気
候
ハ
東
京
ノ
四
、

五
月
ノ
気
候
ニ
テ
梅
、
李
桃
ノ
実
青
々
ト
シ
テ
未
タ
黄
色
ヲ
佩
ヒ
ス
、
麦
作
ハ
刈
始
メ

タ
ル
様
子
ニ
テ
茄
子
、
胡
瓜
、、
ハ
漸
ク
花
開
キ
始
メ
リ
、
暫
ク
シ
テ
発
ス
、
字
瀧
井

ヨ
リ
工
夫
一
人
先
導
ス
〈
因
ニ
曰
ク
二
、三
年
前
開
坑
ノ
頃
世
話
／
人
ニ
テ
稍
々
鉱
業

ニ
明
キ
人
物
ナ
リ
〉、
楢
林
ヲ
通
リ
ヌ
ケ
、
坂
路
ヲ
登
り
始
タ
ル
処
ニ
小
流
ア
リ
、
木

片
ノ
橋
ヲ
架
ス
、
斯
ニ
テ
旧
庄
屋
ニ
別
ル
、
天
栄
山
南
麓
ニ
位
ス
ル
処
ナ
リ
、
迂
回
シ

テ
西
麓
ニ
至
ル
、
谷
川
ヲ
隔
テ
ヽ
権
田
倉
山
ニ
相
対
ス
、
字
瀧
田
ヲ
距
ル
一
里
十
丁
余

ナ
リ
、
道
ナ
キ
草
原
ヲ
登
ル
事
一
里
余
ニ
シ
テ
、
十
時
過
キ
製
金
所
ニ
達
ス
、
舎
内
ヲ

覧
ル
ニ
器
具
及
ビ
廃
鉱
等
散
在
ス
ル
ヲ
思
ヘ
ハ
今
ハ
廃
業
ノ
模
様
ナ
リ
、
清
水
涌
出
ス

ル
小
流
ア
リ
、
依
テ
弁
当
ヲ
使
フ
、
暫
時
休
息
ノ
後
チ
岩
上
ヲ
登
ル
、
六
、七
丁
ニ
シ

テ
坑
口
ニ
達
ス
、
十
一
時
ヲ
過
ク
、
坑
口
ハ
山
頂
ヨ
リ
六
、七
十
間
ノ
所
ニ
在
リ
、
坑

内
ヲ
一
覧
ス
、〈
天
栄
山
記
事
ハ
／
別
冊
ニ
記
ス
〉
後
一
時
前
発
ス
、
古
木
ノ
茂
タ
ル

嶮
キ
「
ス
ル
プ
」
ヲ
下
り
谷
川
ヲ
添
テ
行
ク
事
二
十
余
丁
ニ
シ
テ
、小
高
キ
処
ニ
出
ツ
、

則
チ
湯
本
道
ナ
リ
、
路
傍
ニ
古
ヒ
タ
ル
墓
ア
リ
、
之
レ
昔
日
天
栄
山
ヨ
リ
鉱
金
ヲ
発
見

セ
シ
、
坑
夫
ノ
墓
ト
云
フ
、
経
過
セ
シ
蔭
地
ニ
苺
、
ア
ス
ナ
ロ
ー
、
ノ
茂
タ
ル
ア
リ
、

牧
ノ
内
村
ヨ
リ
先
導
ノ
坑
夫
、
案
内
人
ニ
別
ル
、
此
処
ハ
「
ホ
ー
」
坂
ノ
登
口
ナ
リ
、

谷
川
ヲ
添
テ
山
間
ニ
入
レ
ハ
大
樹
四
囲
ニ
林
立
シ
、
時
々
駒
鳥
ノ
美
声
ヲ
聴
ク
、
案
内

人
ニ
別
レ
シ
ヨ
リ
、
二
十
余
丁
ニ
シ
テ
羽
鳥
村
へ
荷
物
ヲ
附
ケ
先
行
セ
シ
メ
タ
ル
馬
ヲ

引
き
ツ
丶
帰
り
来
ル
、
農
夫
ニ
逢
タ
リ
、
二
十
余
丁
ニ
シ
テ
「
ホ
ー
」
坂
ノ
峯
ニ
達
ス
、

路
傍
ニ
小
舎
在
リ
、
老
夫
婦
及
ヒ
犬
一
頭
・
馬
三
頭
住
ス
、
小
休
ス
、
時
ニ
二
時
十
五

分
ナ
リ
、
牧
ノ
内
字
瀧
田
ヨ
リ
天
栄
山
ヲ
越
へ
当
所
迄
テ
山
中
楢
、
栗
、
白
雲
木
、
多

シ
、
暫
ク
シ
テ
発
ス
、
峯
ヨ
リ
三
丁
余
ノ
処
ニ
羽
鳥
、
牧
ノ
内
村
境
ノ
木
標
ア
リ
、
下

リ
三
十
余
丁
ニ
シ
テ
羽
鳥
村
ニ
至
ル
、「
ホ
ー
」
坂
ノ
峯
ト
当
村
ノ
間
ニ
柏
、
楢
、
ク

ノ
木
、
多
シ
ト
ス
、
当
村
ノ
産
物
ハ
馬
、
人
参
、
麻
、
稗
、
等
ナ
リ
、
農
家
ニ
テ
昼
食

ヲ
喫
ス
、
下
牧
ノ
内
村
ヲ
距
ル
事
三
里
半
ノ
処
、
天
栄
山
ヲ
越
タ
ル
ニ
付
、
六
里
余
ナ

リ
、
三
時
半
発
ス
、
鶴
沼
川
ノ
右
岸
ヲ
添
テ
坂
路
ヲ
行
ク
、
一
里
余
ニ
シ
テ
大
平
村
ニ

至
ル
、
羽
鳥
村
ヨ
リ
当
村
迄
テ
路
傍
ノ
山
々
ニ
樹
木
茂
生
ス
、
地
質
ハ
浅
水
色
ノ
砂
土

ナ
リ
、
当
村
ノ
山
中
ヨ
リ
陶
土
ヲ
産
ス
、〈
因
ニ
曰
ク
世
情
ニ
会
津
／
焼
と
称
ス
ル
陶

土
ハ
／
会
津
郡
中
ヨ
リ
産
ス
ル
ニ
ア
ラ
ズ
／
シ
テ
岩
瀬
郡
大
平
村
ヨ
リ
産
ス
ル
ナ
リ
〉、

村
迯
ニ
テ
鶴
沼
川
ヲ
渡
り
左
岸
ヲ
添
テ
田
良
尾
村
ニ
至
ル
、山
間
ト
雖
ト
モ
田
畑
ア
リ
、

産
物
ハ
馬
、
人
参
、
稗
、
蕨
、
等
ニ
シ
テ
、
山
中
ニ
ハ
柏
、
ブ
ナ
、
楢
、
等
ヲ
産
ス
、

宇
野
中
川
ト
云
フ
処
ニ
温
泉
ア
リ
、
涼
泉
故
へ
眼
病
ニ
適
ト
云
フ
、
地
質
ハ
深
黒
色
ノ

砂
土
ニ
テ
信
州
伊
那
郡
清
内
路
ノ
地
質
ニ
似
タ
リ
、
野
中
川
ヲ
距
ル
十
八
丁
余
ノ
処
ニ

三
面
山
脈
ヲ
帯
ビ
タ
ル
村
落
ア
リ
、
湯
本
村
ト
称
ス
、
六
時
過
キ
岩
瀬
郡
湯
本
村
ニ
着

ス
、
星
彦
次
右
衛
門
方
ニ
投
宿
ス
、
羽
鳥
村
ヲ
距
ル
三
里
合
テ
、
九
里
三
十
丁
〈
当
村

記
事
ハ
／
別
冊
ニ
記
ス
〉

二
十
日
、
晴
微
風
、
前
、
引
湯
温
度
ヲ
量
ル
、
一
番
百
十
度
四
分
、
二
番
百
十
度
、
涌

出
ノ
度
ヲ
量
ル
、
百
二
十
度
同
所
ノ
模
様
ヲ
図
ス
、
後
二
時
過
キ
ヨ
リ
吉
田
氏
同
道
ニ

テ
鶴
沼
川
ニ
行
キ
漁
ス
、
水
中
ニ
テ
両
三
度
転
ヒ
タ
リ
、
四
時
過
キ
旅
寓
ニ
帰
ル

二
十
一
日
、
曇
風
前
八
時
、
案
内
者
一
人
ヲ
雇
ヒ
、
吉
田
、
森
、
二
氏
ヲ
従
へ
湯
本
村

発
ス
、六
、七
丁
ニ
シ
テ
谷
川
ヲ
渡
り〈
鶴
沼
川
ノ
支
流
ニ
テ
水
源
／
ヲ
二
岐
嶽
ニ
発
ス
〉

山
道
ニ
入
ル
、
之
ヲ
田
嶋
本
道
ト
称
ス
、
鶴
沼
川
ノ
左
岸
ヲ
添
テ
行
ク
、
二
十
余
丁
ノ

処
ニ
「
ス
ヾ
ガ
」
峯
ア
リ
、
之
ヲ
岩
瀬
、
会
津
、
両
郡
ノ
境
ト
ス
、
一
里
余
ニ
シ
テ
鶴

沼
川
ヲ
渡
リ
南
会
津
郡
枝
松
村
ニ
至
ル
〈
当
村
ハ
鶴
沼
川
ノ
／
右
岸
ニ
位
ス
〉
山
間
ノ

僻
地
ト
雖
ト
モ
人
家
十
有
余
戸
在
リ
、
物
産
ハ
人
参
、
葛
粉
、
蕎
麦
、
材
木
、
等
ヲ
産
ス
、

当
村
迄
テ
路
傍
ニ
古
木
繁
茂
セ
リ
、
村
ノ
中
央
ヨ
リ
左
ニ
曲
リ
鶴
沼
川
ヲ
再
渡
シ
、
山

路
ヲ
行
ク
、
一
里
余
ニ
古
木
ノ
繁
タ
ル
森
ノ
中
ニ
古
祠
ア
リ
、
如
何
ニ
モ
寂
寞
タ
ル
有

様
ニ
テ
数
百
年
ヲ
経
タ
ル
モ
ノ
ト
思
レ
タ
リ
、一
ツ
ノ
老
木
ニ
ブ
ン
ヾ
ト
啼
ク
声
ア
リ
、

望
見
ス
レ
ハ
蜜
蜂
群
衆
シ
蜜
ヲ
作
ラ
ン
ト
労
力
ス
ル
様
子
ニ
見
受
ケ
リ
、
夫
ヨ
リ
「
オ
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リ
ブ
キ
」
峠
ニ
登
ル
、
頂
上
ニ
至
リ
シ
ト
キ
北
方
ヲ
望
メ
ハ
遥
ニ
白
キ
処
ア
リ
、
彼
ノ

白
キ
処
ハ
猪
苗
代
湖
ナ
ル
ヤ
ト
聞
タ
ル
ニ
、
案
内
者
申
ケ
ル
ニ
彼
ノ
白
キ
処
ハ
湖
ニ
非

ス
、
有
名
ナ
ル
飯イ
ー
デ
サ
ン

豊
山
〈
羽
、
越
、
岩
代
、
三
／
州
ニ
跨
ル
〉
ノ
七
、八
合
目
ヨ
リ
頂

上
迄
テ
積
雪
ノ
消
サ
ル
処
ニ
シ
テ
彼
ノ
山
ハ
年
中
積
雪
ヲ
存
ス
ト
答
ヘ
リ
、
下
リ
口
ニ

至
レ
ハ
眼
下
ニ
四
面
山
脈
ヲ
負
ヒ
タ
ル
耕
地
ヲ
覧
ル
、
之
レ
旧
会
津
御
蔵
入
則
チ
南
会

津
郡
田
嶋
耕
地
ナ
リ
、
南
北
凡
ソ
八
、九
里
、
東
西
凡
ソ
四
、五
里
ト
ス
、
大
川
〈
水
源

ヲ
下
野
国
境
荒
貝
岳
ニ
発
シ
河
／
沼
郡
立
川
村
ニ
テ
日
橋
川
ニ
入
ル
〉
中
間
ヲ
貫
ク
故

ニ
水
利
ニ
便
ナ
リ
、
坂
路
ヲ
下
ル
一
里
余
ニ
シ
テ
白
岩
村
ニ
達
ス
、
時
ニ
十
二
時
ヲ
過

ク
、
枝
松
村
ヲ
距
ル
四
里
余
ト
ス
、
枝
松
村
ヨ
リ
当
村
迄
テ
地
質
ハ
深
黒
色
ノ
砂
土
ニ

テ
「
オ
ソ
ブ
キ
」
山
中
栗
、
楢
、
葛
、
蕨
、
等
繁
茂
ス
、
農
家
ニ
休
ミ
弁
当
ヲ
使
フ
、

当
村
ハ
田
島
耕
地
ノ
東
北
隅
ニ
在
テ
大
川
ノ
右
岸
ニ
位
ス
、
田
島
ヲ
距
ル
六
里
余
ト

ス
、
地
質
ハ
名
ニ
モ
違
ハ
ス
浅
青
白
色
ノ
土
ナ
リ
、
然
レ
ト
モ
外
皮
ハ
黒
色
ノ
土
ニ
テ

物
産
ハ
人
参
、
陸
穂
、
稗
、
カ
ン
プ
ラ
芋
、
イ
ン
ゲ
ン
、
豆
等
ヲ
産
ス
、「
イ
ン
ケ
ン
」

ハ
当
時
花
ヲ
開
キ
、
稍
々
種
子
ヲ
結
ヒ
始
メ
リ
、
茄
子
、
胡
瓜
ハ
未
タ
花
ヲ
開
サ
ル
様

子
ニ
テ
、
稲
ハ
一
番
草
ヲ
終
リ
タ
ル
位
ニ
テ
、
気
候
ハ
東
京
ノ
四
、五
月
頃
ナ
リ
、
同

三
十
分
農
家
ヲ
出
テ
川
ノ
右
岸
ヲ
添
テ
行
ク
事
、十
八
、九
丁
ノ
処
ニ「
ト
オ
ー
ヘ
ツ
ル
」

ト
称
ス
ル
、
天
然
ニ
成
立
ル
名
所
ア
リ
、
川
ノ
両
側
ニ
絶
壁
対
立
シ
水
平
ヨ
リ
高
サ
数

十
丈
ニ
及
フ
、
松
、
紅
葉
等
岩
ノ
裂
目
ニ
茂
生
ス
、
又
タ
水
中
ニ
ハ
奇
ナ
ル
岩
石
ノ
出

没
ス
ル
ア
リ
、
川
ノ
右
岸
ヲ
行
キ
迂
曲
シ
タ
ル
処
ヨ
リ
経
過
セ
シ
先
ノ
絶
壁
ヲ
望
メ
ハ

景
色
奇
ナ
リ
、
美
ニ
シ
テ
実
ニ
筆
記
シ
難
キ
場
所
ニ
テ
如
何
ナ
ル
画
工
ト
雖
ト
モ
、
望

観
ス
ル
ノ
外
術
ナ
キ
ト
思
ル
、
余
、
同
行
四
人
ト
暫
時
止
マ
リ
テ
詠
タ
リ
、
余
想
フ
ニ

当
景
色
ヲ
現
出
セ
シ
原
因
左
ノ
如
シ
、
往
昔
洪
水
ア
リ
、
地
皮
ヲ
洗
流
シ
堅
キ
岩
骨
ヲ

現
ハ
シ
タ
ル
ニ
テ
質
ハ
「
カ
ル
カ
リ
ヨ
ウ
ス
、
ロ
ッ
ク
」
ノ
層
ト
推
察
セ
ラ
ル
、
形
状

ハ
恰
モ
畳
ヲ
積
重
タ
ル
如
シ
、
所
謂
「
チ
ル
テ
ッ
ド
」
ノ
層
ナ
ル
ヘ
シ
、
色
ハ
青
白
色

ナ
リ
、
杖
ヲ
以
テ
打
テ
バ
二
、三
寸
位
ノ
片
ニ
砕
ケ
、
又
ハ
飛
散
ス
、
之
ヲ
以
テ
見
レ

ハ
河
底
ニ
テ
全
ク
洪
水
ノ
為
ニ
出
来
タ
ル
モ
ノ
ト
想
像
セ
ラ
ル
、
東
白
川
郡
矢
祭
山
ニ

肩
ヲ
列
セ
ル
度
ノ
景
ト
ス
、
一
時
二
十
分
帰
路
ニ
付
ク
、
再
ヒ
白
岩
村
ヲ
経
「
オ
ソ
ブ

キ
」
峠
ニ
登
リ
、
枝
松
村
道
ニ
入
ス
シ
テ
、
二
岐
湯
泉
道
ニ
入
リ
、
山
間
ノ
草
原
ヲ
行

ク
、
一
里
半
ニ
シ
テ
象
根
村
ニ
至
ル
頃
、
降
雨
ニ
逢
フ
、
白
岩
村
ヨ
リ
当
村
迄
テ
柏
、

栗
、
蕨
等
ア
リ
、
夫
ヨ
リ
オ
ソ
ブ
キ
峠
ノ
連
脈
ニ
テ
高
サ
殆
ン
ト
倍
ス
ル
、
〇
﹇
○
湯

坂
﹈
峠
ニ
登
ル
、
二
里
余
ニ
シ
テ
頂
上
ニ
達
ス
、
南
ニ
二
岐
嶽
ア
リ
、
西
ハ
眼
下
ニ
田
嶋

近
傍
ノ
山
脈
ア
リ
、北
ハ
遥
カ
ニ
若
松
近
傍
ノ
山
脈
連
亘
シ
、東
ハ「
バ
ー
リ
ー
」ヲ
隔
テ
ヽ

甲
子
山
ノ
諸
峯
並
立
ス
、
二
十
余
丁
ニ
シ
テ
東
方
ノ
崖
ニ
至
ル
、
坂
路
ヲ
下
ル
、
一
里
余

ニ
シ
テ
先
キ
ニ
渡
リ
シ
谷
川
ノ
辺
ニ
達
ス
、
五
時
過
キ
湯
本
村
旅
寓
ニ
帰
ル
、
象
根
村
ヨ

リ
山
中
柏
、
楢
、
栗
、
蕨
、
紫
蕨
、
葛
、
ギ
ボ
シ
等
ヲ
産
ス
、
里
程
合
テ
十
一
里
余

二
十
二
日
、
曇
微
風
、
後
二
時
十
五
分
過
キ
森
氏
ヲ
従
ヘ
湯
本
村
発
ス
、
星
氏
隠
居
某

二
岐
道
入
口
迄
テ
先
導
ス
、
畑
中
ノ
小
道
ヲ
行
ク
、
十
丁
余
ニ
テ
草
深
キ
故
へ
、
道
ヲ

見
失
ヒ
楢
林
ヲ
吟
行
ス
ル
ニ
至
レ
リ
、
前
後
ヲ
望
メ
ハ
、
凡
ソ
三
里
四
方
モ
広
キ
平
原

ニ
テ
カ
ヤ
、
蕨
、
繁
茂
ス
、
方
向
ヲ
定
メ
南
面
シ
テ
直
線
ニ
行
ク
事
、
十
七
、八
丁
ニ

シ
テ
漸
ク
小
道
ニ
出
ツ
、
之
レ
慥
カ
ニ
二
岐
道
ト
思
ヒ
、
老
木
ノ
茂
タ
ル
山
中
ヲ
行
ク
、

一
里
余
リ
ニ
嶮
坂
ア
リ
、
下
リ
テ
谷
川
ヲ
渡
リ
温
泉
場
ニ
至
リ
、
湯
守
ノ
家
ニ
休
ム
、

時
ニ
第
三
時
ヲ
過
ク
、
主
人
ニ
温
泉
発
見
年
元
及
ヒ
二
岐
嶽
地
質
ヲ
質
問
ス
、
後
チ
涌

出
ノ
景
ヲ
図
ス
、〈
温
泉
及
ヒ
二
岐
記
事
／
ヲ
別
冊
ニ
記
ス
〉
四
時
過
キ
帰
路
ニ
付
ク
、

二
十
余
丁
ニ
シ
テ
蔭
地
ニ
美
々
タ
ル
花
草
茂
生
ス
、
根
ヲ
堀
取
リ
、
六
時
過
キ
湯
本
村

旅
寓
ニ
帰
ル
、
里
程
往
返
四
里

二
十
三
日
、
晴
微
風
、
前
七
時
案
内
者
〇
﹇
湯
本
村
農
星
常
次
郎
、
星
徳
之
助
﹈
二
名

ヲ
雇
ヒ
、
吉
田
・
森
二
氏
ヲ
従
ヘ
、
湯
本
村
星
彦
次
右
衛
門
方
ヲ
発
ス
、
隠
居
某
先
導

ス
、
十
八
丁
ヲ
距
ル
田
良
尾
村
字
野
中
川
ニ
テ
隠
居
某
ニ
別
ル
、
之
レ
ヨ
リ
山
道
ニ
入

ル
、〈
之
レ
則
チ
白
川
／
布
引
山
ナ
リ
〉
柏
林
ヲ
行
ク
、
二
里
余
ニ
シ
テ
頂
上
ニ
達
ス
、

南
北
三
里
余
、
東
西
二
里
余
ノ
平
原
ニ
テ
、
地
形
ハ
鎌
房
山
ヨ
リ
東
北
ニ
向
テ
斜
面
ヲ

ナ
ス
、
西
、
北
ノ
「
ス
ル
ー
プ
」
ニ
柏
及
ヒ
雑
木
繁
茂
セ
リ
、
頂
上
ニ
樹
木
非
ス
シ
テ

蕨
属
及
ヒ
カ
ヤ
ア
リ
、
滋
地
ニ
花
菖
蒲
今
ヲ
盛
ト
花
咲
ケ
リ
、
二
里
余
ニ
テ
東
崖
ノ
端

ニ
至
レ
ハ
白
河
及
ヒ
近
傍
村
落
ヲ
望
ム
、
中
モ
白
ク
見
ユ
ル
ハ
白
河
警
察
所
ナ
リ
、
斜

メ
ニ
左
方
ヲ
望
メ
ハ
矢
吹
、
須
賀
川
、
郡
山
、
ノ
近
傍
ナ
リ
、
右
方
ヲ
望
メ
ハ
国
境
ノ

小
山
脈
ヲ
越
ヘ
、
那
須
野
近
傍
重
ニ
大
田
原
ノ
辺
ト
想
ハ
レ
タ
リ
、
下
リ
一
里
余
ニ
テ

五
輪
平
ニ
至
ル
、
布
引
山
ノ
東
崖
ニ
戊
辰
ノ
年
会
藩
築
キ
タ
ル
台
場
ノ
跡
ヲ
存
ス
ル
所

四
、五
ヶ
所
ア
リ
、
草
深
キ
処
ハ
頭
上
二
尺
余
ニ
及
フ
、
六
、七
丁
ニ
テ
羽
鳥
村
ヨ
リ
ノ

甲
子
道
ニ
合
ス
、
二
、三
度
小
川
ヲ
渡
リ
行
ク
事
一
里
余
ニ
追
分
ノ
木
標
ア
リ
、
右
柏
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小
屋
道
左
○
道
ト
記
セ
リ
、
柏
林
ヲ
行
ク
一
里
余
ニ
シ
テ
、
小
丘
ヲ
越
タ
ル
処
ニ
清
水

ア
リ
、
依
テ
木
陰
ニ
座
シ
、
弁
当
ヲ
使
フ
、
目
前
ニ
雑
草
ヨ
リ
モ
一
層
高
ク
茂
タ
ル
蕨

族
ア
リ
、
葉
ハ
蘇
鉄
ニ
似
テ
茎
ハ
蒲ガ
マ

穂
色
如
キ
薄
毛
ヲ
以
テ
包
メ
リ
、
織
物
ヲ
作
ル
品

ニ
適
ス
ベ
シ
ト
思
ヒ
、
摘
採
タ
リ
、
暫
ク
シ
テ
発
足
ス
、
次
第
ニ
小
峯
ヲ
越
ヘ
小
流
ヲ

渡
リ
、
又
タ
峯
ヲ
越
へ
、
大
隈
川
ノ
左
岸
ニ
シ
テ
馬
立
ノ
対
岸
ニ
至
ル
、
先
キ
ニ
休
息

セ
シ
処
ヨ
リ
三
里
余
ト
ス
、
下
リ
二
十
余
丁
ニ
シ
テ
大
隈
川
ノ
辺
ニ
至
ル
、
川
ヲ
渡
リ

甲
子
温
泉
場
ヨ
リ
廿
七
丁
目
之
処
ニ
出
ツ
、
山
間
ヲ
通
リ
四
時
過
キ
西
白
河
郡
甲
子
温

泉
場
ニ
着
、
湯
小
屋
ヲ
旅
宿
ト
ス
、
野
中
川
ヨ
リ
布
引
山
、
五
輪
平
ヲ
経
テ
、
大
隈
川

左
岸
迄
テ
地
質
ハ
深
黒
砂
土
ニ
テ
信
州
清
内
路
ノ
色
ニ
似
タ
リ
、
廿
七
丁
目
ヨ
リ
ハ
火

山
層
ト
ス
、
馬
立
対
岸
ヨ
リ
二
里
余
ヲ
距
ル
山
腹
ニ
山
小
柳
草
ヲ
見
受
タ
リ
、
湯
本
村

ヨ
リ
ノ
案
内
者
帰
村
ノ
旨
ヲ
申
ケ
ル
ニ
付
、
一
泊
ス
ヘ
シ
ト
申
付
タ
リ
、
六
時
過
キ
湯

本
ヨ
リ
星
氏
杖
ヲ
持
参
ス
、
今
朝
出
立
ノ
砌
、
失
念
セ
シ
品
ニ
付
、
厚
ク
礼
ヲ
述
へ
、

一
泊
ヲ
申
タ
ル
処
、
四
、五
日
滞
留
ノ
由
ヲ
答
ヘ
リ
、
本
日
ハ
棚
倉
発
足
以
来
第
一
ノ

山
越
ニ
テ
吉
田
・
森
ヲ
始
メ
案
内
者
ニ
至
ル
迄
テ
草
臥
ヲ
堪
ヘ
カ
メ
ル
ニ
至
レ
リ
、
里

程
十
一
里
廿
九
丁　

二
十
四
日
、
晴
微
風
、
前
八
時
過
キ
温
泉
流
出
ノ
度
ヲ
量
ル
、
元
湯
百
二
十
度
、
冷
湯

百
二
十
度
ナ
リ
、
十
一
時
過
キ
棚
倉
ヨ
リ
牧
村
氏
着
ス
、
発
足
後
ノ
模
様
ヲ
尋
問
ス
、

後
二
時
過
キ
元
湯
へ
架
タ
ル
橋
ヨ
リ
下
流
ニ
テ
「
ゴ
ー
カ
イ
」
二
十
疋
ヲ
捕
ス
、
旅
寓

ニ
持
参
シ
「
ア
ル
コ
ー
ル
」
ノ
「
ビ
ン
」
ニ
漬
ケ
リ
、
長
サ
一
寸
二
、三
分
ヨ
リ
六
、七

分
ニ
至
ル
、
五
時
過
キ
沐
浴
ノ
折
、
泉
ヲ
二
、三
合
ツ
ヽ
「
ビ
ン
」
ニ
詰
メ
リ
、〈
温
泉

記
事
ヲ
／
別
冊
ニ
記
ス
〉

二
十
五
日
、
雨
風
、
滞
在

二
十
六
日
、
雨
微
風
、
後
六
時
過
キ
菊
多
郡
上
遠
野
郷
ヨ
リ
松
澤
、
大
地
、
ノ
二
氏
入

浴
ト
シ
テ
着
場
ス
、
直
チ
ニ
面
会
ス
、
七
時
過
キ
旅
宿
ヘ
帰
タ
リ
、
九
時
過
キ
牧
村
・

星
ノ
二
氏
ト
同
道
ニ
テ
冷
湯
へ
入
浴
中
他
人
一
人
モ
居
ス
、
夜
ハ
次
第
ニ
深
更
ニ
向
ヒ

煙
霧
深
シ
テ
、
前
後
ヲ
見
ヲ
得
ス
、
大
隈
川
ノ
水
瀬
高
ク
シ
テ
心
細
ク
為
レ
リ
、
十
時

前
旅
寓
ニ
返
ル

二
十
七
日
、
吉
田
・
牧
村
・
森
三
氏
ヲ
従
ヘ
、
前
八
時
甲
子
温
泉
場
発
ス
、
廿
丁
余
ニ

テ
送
リ
来
ル
、
星
氏
ニ
別
ル
、
大
隈
川
ノ
右
岸
ヲ
添
テ
九
時
馬
立
ノ
小
舎
ニ
小
休
ス
、

甲
子
ヨ
リ
一
里
ノ
山
道
ニ
テ
老
木
繁
茂
ス
、
暫
時
ニ
シ
テ
発
ス
、
一
里
余
ノ
山
野
ヲ
通

り
清
水
ノ
小
舎
ニ
達
ス
、
二
里
余
ノ
曠
野
ヲ
通
り
、
一
時
前
折
口
村
ニ
至
ル
、
今
経
過

セ
シ
処
ハ
追
原
ニ
テ
柏
木
夥
多
シ
ク
茂
生
ス
、
半
里
手
前
ニ
テ
降
雨
ニ
逢
フ
、
農
家
ニ

テ
昼
食
ヲ
喫
ス
、
農
夫
ヲ
雇
ヒ
馬
一
頭
ニ
荷
物
ヲ
付
ケ
、
同
三
十
分
発
ス
、
平
原
〈
一

名
折
口
／
原
ト
称
ス
〉
ヲ
行
ク
、
一
里
余
ニ
大
田
原
道
・
白
河
道
ノ
追
分
ア
リ
、
此
処

ニ
テ
吉
田
氏
ニ
別
ル
、
小
田
倉
村
ヲ
経
、
黒
川
村
ニ
至
ル
、
当
村
ノ
南
口
ニ
小
川
ア

リ
、
橋
ヲ
架
ス
、
之
レ
高
名
ナ
ル
黒
川
ニ
テ
野
州
芦
野
駅
ノ
裏
手
ヲ
流
レ
終
ニ
那
珂
川

ニ
合
ス
、
此
川
ヲ
以
テ
下
野
、
磐
城
、
ノ
国
境
ト
ス
、
折
口
村
ヨ
リ
当
村
迄
テ
平
原
ニ

テ
、
中
ニ
モ
小
田
倉
ヨ
リ
当
村
迄
テ
ハ
谷ヤ

チ地
ニ
テ
地
質
ハ
深
黒
砂
土
ト
ス
、
数
ヶ
村
ヲ

経
、
九
時
前
野
州
那
須
郡
高
久
村
ニ
着
、
櫻
屋
ニ
泊
ス
、
当
村
手
前
二
里
余
ニ
シ
テ
夜

ニ
入
リ
、
且
ツ
悪
路
ニ
テ
大
ニ
難
渋
セ
リ
、
折
口
村
ヨ
リ
八
里
ノ
間
所
謂
那
須
野
、
平

原
ニ
シ
テ
地
質
ハ
黒
色
ノ
砂
土
ニ
テ
当
村
ヲ
始
メ
経
過
セ
シ
村
々
及
ヒ
近
傍
数
里
ノ
間

稗
、
甘サ
ト
イ
モ薯
、
等
ヲ
産
ス
ル
外
他
ノ
植
物
ヲ
産
セ
ス
、
故
ニ
村
民
ハ
稗
、
甘
薯
ノ
二
種
ヲ

常
食
ト
ス
、
早
朝
ヨ
リ
暴
風
雨
ノ
模
様
ヲ
視
セ
リ
、
四
時
過
キ
ニ
迄
テ
止
ミ
稍
々
晴
天

ト
成
ル
、
本
日
ノ
里
数
ハ
白
川
布
引
山
越
ニ
次
テ
ノ
長
路
故
ヘ
大
ニ
歩
ヲ
労
セ
リ
、
牧

村
、
森
二
氏
モ
余
ト
同
様
ナ
リ
、
里
程
含
テ
十
二
里
余

二
十
八
日
、
前
五
時
半
、
馬
二
頭
ヲ
雇
ヒ
荷
物
ヲ
付
ケ
、
牧
村
・
森
二
氏
ヲ
従
へ
高
久

村
発
ス
、
那
珂
川
ヲ
渡
リ
、
八
時
半
練ネ
リ

貫ヌ
キ

村
ニ
テ
陸
羽
街
道
ニ
出
ツ
、
高
久
村
ヨ
リ

当
村
迄
テ
二
里
余
ノ
間
漠
々
タ
ル
那
須
野
ノ
曠
原
ニ
テ
地
質
ハ
御
影
石
雑
リ
ノ
層
ト

ス
、
牧
場
ハ
道
ノ
左
右
ニ
在
リ
、
去
レ
ト
モ
牧
舎
ハ
遥
カ
西
方
松
林
ノ
麓
ニ
在
ツ
テ
牛

三
十
余
頭
ヲ
有
ス
、
之
レ
山
形
県
令
三
島
氏
ノ
私
立
ニ
係
ル
、
市
野
澤
村
ヨ
リ
十
丁
余

ノ
処
ニ
テ
宇
津
木
甚
作
ニ
逢
フ
、
大
田
原
ニ
テ
駅
車
ヲ
雇
ヒ
乗
車
ス
、
十
一
時
前
、
同

郡
佐
久
山
駅
ニ
着
、
下
車
ス
、
茶
屋
ニ
テ
昼
食
ヲ
喫
ス
、
大
田
原
ト
当
所
ノ
間
ニ
テ
降

雨
ニ
逢
ヘ
リ
、
同
三
十
分
駅
車
〈
人
力
／
車
〉
ヲ
雇
ヒ
発
ス
、
一
時
十
五
分
喜
連
川
立

場
ニ
休
ム
、
弥
五
郎
坂
ニ
テ
黄
土
ヲ
採
ル
、
後
八
時
河
内
郡
宇
都
宮
ニ
着
、
稲
屋
ニ
泊

ス
、
明
日
帰
京
ニ
付
、
東
京
麻
布
邸
へ
電
信
ニ
テ
帰
京
ノ
由
ヲ
報
ゼ
シ
ム
、
練
貫
村
ヨ

リ
当
駅
迄
テ
十
里
二
十
四
丁
十
六
間
、
合
テ
十
二
里
二
十
四
丁
十
六
間
余

二
十
九
日
、
曇
微
風
、
前
三
時
過
キ
地
震
ス
、
五
時
過
キ
牧
村
・
森
二
氏
ヲ
従
ヘ
宇
都

宮
駅
発
車
ス
、
八
時
二
十
分
都
賀
郡
石
橋
駅
立
場
ニ
休
ム
、
十
一
時
前
同
郡
小
山
駅
茶
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屋
ニ
テ
昼
食
ヲ
喫
ス
、
同
三
十
分
発
車
ス
、
同
郡
間
々
田
駅
ヨ
リ
間
道
ヲ
経
、
二
時
前

生
井
村
河
岸
ニ
着
、
川
蒸
気
永
嶋
丸
ニ
乗
船
ス
、
宇
都
宮
ヨ
リ
十
里
十
六
丁
十
七
間
余

同
三
十
分
出
発
ス
、
古
河
、
栗
橋
、
境
、
保
志
花
、
野
田
、
流
山
、
松
戸
、
市
川
等
ノ

河
岸
ニ
立
倚
リ
十
一
時
過
キ
東
京
本
所
高
橋
ニ
着
船
ス
、
上
陸
セ
シ
所
ロ
麻
布
邸
ヨ
リ

恒
屋
盛
服
人
力
車
三
輌
ヲ
従
ヘ
出
迎
タ
ル
ニ
付
キ
直
チ
ニ
乗
車
ス
、
十
二
時
前
恙
ナ
ク

麻
布
邸
ニ
安
着
ス
、
本
日
モ
昨
日
ノ
如
ク
時
々
降
雨
ア
リ
、
野
州
生
井
河
岸
ヨ
リ
本
所

高
橋
迄
テ
二
十
九
里
、
合
テ
三
十
九
里
十
六
丁
十
七
間
余

　

総
計
日
数
廿
五
日
ニ
テ
里
程
百
九
十
七
里
三
十
五
丁
四
十
六
間

三
、「
棚
倉
紀
行
」
内
容

「
棚
倉
紀
行
」
は
、
明
治
一
三
年
（
一
八
八
〇
）
七
月
五
日
に
自
宅
の
あ
る
東
京
麻

布
霞
町
を
出
発
し
、
福
島
県
白
河
、
棚
倉
、
二
本
松
、
福
島
な
ど
を
経
て
、
二
九
日
に

帰
宅
す
る
ま
で
の
二
五
日
間
の
詳
細
な
記
録
で
あ
る
。
大
き
さ
は
、
縦
二
八
・
三
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
、
一
九
・
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。「
ふ
み
月
の
記
」
と
い
う
別
の
タ

イ
ト
ル
も
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

中
身
の
構
成
は
、
日
記
形
式
で
、
日
時
、
天
気
、
行
程
（
駅
名
、
休
憩
所
、
宿
泊
地
）

な
ど
が
書
か
れ
、
一
日
の
最
後
に
そ
の
日
に
ど
の
位
の
距
離
を
進
ん
だ
か
里
程
が
書
か

れ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
通
過
し
た
場
所
の
地
質
、
地
勢
、
物
産
、
風

俗
な
ど
、
体
験
、
観
察
し
た
様
々
な
事
項
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
時
に
は
土

地
の
者
と
交
わ
り
、
質
問
し
た
り
、
山
に
登
っ
た
り
、
温
泉
に
行
け
ば
湯
量
や
温
度
を

確
か
め
た
り
と
、
実
に
行
動
的
で
あ
り
、
実
証
的
で
も
あ
る
。

さ
て
、
正
功
は
、
な
ぜ
こ
の
時
期
に
棚
倉
を
旅
行
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
「
棚
倉

紀
行
」
に
は
、
理
由
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、『
家
扶
日
記
（
７
）
』
の
七
月
五
日
の
記
事
に

よ
る
と
、

一
、 

従
五
位
様
（
＝
正
功
）
為
御
墓
参
磐
城
国
西
白
河
郡
東
白
河
郡
棚
倉
江
日
数

五
十
日
間
御
暇
御
願
済
ニ
付
、
午
前
六
時
頃
御
出
立
被
遊
候
、
御
供
ハ
恒
屋

盛
庸
・
森
順
三
郎
罷
出
候

（
筆
者
注
）

と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
棚
倉
に
行
っ
た
の
は
、
名
目
は
墓
参
り
で
あ
り
、
五
十
日
間
の

暇
を
と
っ
て
出
か
け
た
こ
と
が
わ
か
る
。
正
功
は
、
こ
の
時
二
〇
歳
。
明
治
二
年
に
知

藩
事
と
し
て
棚
倉
に
赴
き
、
四
年
五
月
に
再
び
東
京
に
戻
っ
た
後
、
知
事
職
を
免
じ
ら

れ
た
。
そ
れ
か
ら
一
〇
年
ぶ
り
で
足
を
踏
み
入
れ
た
旧
藩
地
で
あ
っ
た
。

こ
の
旅
行
の
行
程
表
（
表
１
）
と
関
係
図
を
最
後
に
載
せ
て
い
る
の
で
、
参
照
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

旅
の
前
半
は
、旧
藩
領
白
河
や
棚
倉
の
元
藩
士
や
土
地
の
人
々
と
の
交
流
が
中
心
で
あ
る
。

七
月
五
日
に
自
宅
を
出
て
、
日
光
街
道
、
奥
州
街
道
を
通
り
、
八
日
に
棚
倉
以
前
の

藩
領
で
あ
っ
た
白
河
の
地
へ
到
着
し
て
い
る
。
旧
藩
士
た
ち
が
出
迎
え
に
来
て
お
り
、

白
河
で
も
旧
藩
士
と
の
対
面
、
宴
会
が
催
さ
れ
、
交
流
が
持
た
れ
た
。

九
〜
一
三
日
ま
で
は
、
旅
の
目
的
で
あ
っ
た
棚
倉
に
滞
在
し
た
。
一
一
日
は
、
蓮
家

寺
に
赴
き
、
戊
辰
戦
争
戦
死
者
の
法
会
を
行
い
、
旧
藩
士
と
の
面
会
や
住
民
た
ち
と
の

交
流
を
精
力
的
に
こ
な
し
て
い
る
。

一
方
、そ
の
間
に
も
、た
と
え
ば
十
二
日
に
鈴
木
、山
岡
、秋
元
の
諸
氏
（
旧
藩
士
か
）

か
ら
化
石
、
木
炭
、
貝
石
を
、
ま
た
上
台
村
住
松
本
平
八
所
有
の
化
石
片
の
献
上
を
受

け
て
い
る
。
こ
れ
は
、
正
功
が
こ
の
よ
う
な
も
の
を
好
ん
だ
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い

え
よ
う
。
そ
し
て
面
会
の
上
、
そ
の
化
石
は
何
年
何
月
何
郡
何
村
よ
り
掘
り
出
し
た
か

を
書
い
た
明
細
書
を
提
出
す
る
よ
う
さ
ら
に
要
求
し
て
い
る
。
化
石
・
木
炭
等
の
性
質

や
出
土
状
態
か
ら
、
棚
倉
近
辺
の
地
盤
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
た
め
で
あ
っ
た
。
前

述
し
た
よ
う
に
、
正
功
は
、
洋
学
も
学
び
地
質
学
に
つ
い
て
の
西
洋
の
書
籍
も
読
ん
で

知
識
を
持
っ
て
お
り
（
８
）

、
こ
の
旅
は
本
で
学
ん
だ
こ
と
を
実
践
的
に
試
み
る
恰
好
の
機
会

で
あ
っ
た
ろ
う
。
ま
た
、
棚
倉
を
出
発
し
て
か
ら
若
栗
新
田
・
釜
子
村
の
間
で
水
晶
な

ど
を
拾
い
持
ち
帰
る
な
ど
の
行
動
を
と
っ
て
お
り
、
発
掘
を
盛
ん
に
行
い
、
遺
物
を
収

集
し
、
記
録
を
つ
け
る
と
い
う
、
正
功
の
後
の
姿
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。

一
四
日
に
は
、
鉾
衝
村
を
訪
れ
、
戊
辰
戦
争
時
に
戦
乱
を
避
け
て
匿
っ
て
も
ら
っ
て

い
た
神
主
室
田
氏
と
会
い
、
当
時
の
頃
の
こ
と
を
懐
か
し
く
語
り
合
っ
て
い
る
。
鉾
衝

神
社
は
、
鹿
島
大
神
宮
を
合
祀
し
、
岩
瀬
郡
惣
社
で
あ
っ
た
。

戊
辰
戦
争
当
時
の
正
功
の
動
向
を
記
し
た
別
の
文
書
（
９
）
に
よ
る
と
、　

明
治
元
年
三
月
陸
奥
国
白
川
郡
棚
倉
ニ
赴
ク
、
閏
四
月
白
河
ニ
開
戦
ア
リ
、
棚
倉
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城
ハ
戦
地
接
近
ナ
ル
ヲ
以
テ
五
月
同
地
ヲ
発
シ
、
領
地
同
国
岩
瀬
郡
鋒
槻
村
ニ
寓

居
、
六
月
鋒
槻
村
ヲ
発
シ
、
同
国
伊
達
郡
保
原
村
ニ
寓
ス
、
七
月
保
原
村
ヲ
発
シ
、

同
国
宮
城
郡
仙
台
ニ
到
り
伊
達
氏
家
臣
古
内
某
ノ
邸
ニ
寓
居
、
仙
台
ヲ
発
シ
、
再

ヒ
伊
達
郡
保
原
村
ニ
寓
ス
、
十
一
月
保
原
村
出
発
、
東
京
ニ
帰
ル
、
十
二
月
血
統

者
相
選
加
盟
相
続
相
願
候
様
御
達
有
之
、
則
チ
私
名
前
ヲ
以
テ
上
申
ノ
処
、
同
月

十
五
日
家
名
相
続
被
仰
付
磐
城
国
白
川
郡
棚
倉
ニ
於
テ
更
ニ
六
万
石
ヲ
下
賜
ル

と
あ
る
。
戊
辰
戦
争
の
戦
乱
を
避
け
て
、
領
地
の
鉾
衝
村
か
ら
他
領
の
仙
台
ま
で
転
々

と
し
て
い
た
こ
と
が
、
こ
の
史
料
よ
り
わ
か
る
。
こ
の
時
ま
だ
正
功
は
幼
か
っ
た
が
、

戊
辰
戦
争
お
よ
び
明
治
維
新
は
そ
の
後
の
正
功
の
生
き
方
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ

と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

旅
の
後
半
は
、
郡
山
か
ら
二
本
松
、
福
島
、
飯
坂
温
泉
ま
で
足
を
伸
ば
し
、
そ
こ
で

は
堀
切
氏
（
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
） 
棚
倉
藩
分
領
保
原
陣
屋
の
支
配
下
に
お
か
れ
た

信
夫
郡
上
飯
坂
村
庄
屋
）
の
接
待
を
受
け
て
い
る
。
養
蚕
が
盛
ん
な
地
で
、
そ
れ
に
詳

し
い
者
に
話
を
聞
い
て
い
る
。
ま
た
温
泉
に
つ
か
り
、温
度
を
測
る
こ
と
も
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
一
九
日
に
以
前
は
金
山
が
あ
っ
た
と
い
う
天
栄
山
に
地
元
の
案
内
を
雇
っ

て
登
り
、
湯
本
村
温
泉
場
に
行
き
、
温
泉
の
ス
ケ
ッ
チ
な
ど
も
残
し
て
い
る）
10
（

。
次
に
南

会
津
方
面
へ
も
訪
れ
、「
塔
の
へ
つ
り
」（
現
国
指
定
天
然
記
念
物
）
と
い
う
奇
岩
が
並

ぶ
景
勝
地
を
見
学
し
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
景
観
が
で
き
た
の
か
を
分
析
し
、
洪
水
に
よ

る
と
推
定
し
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
松
平
定
信
も
好
ん
で
入
っ
た
と
い
う
有
名
な
甲
子
温

泉
に
五
日
間
滞
在
し
て
い
る
。

帰
路
は
、
練
貫
村
で
奥
州
街
道
に
戻
り
、
生
井
河
岸
（
栃
木
県
）
か
ら
川
蒸
気
船
永

嶋
丸
に
乗
っ
て
一
路
本
所
高
橋
ま
で
戻
っ
て
い
る
。
先
に
東
京
に
帰
っ
て
い
た
家
扶
の

恒
屋
が
人
力
車
で
出
迎
え
、
霞
町
の
本
宅
に
帰
宅
し
た
。
二
十
五
日
間
、
距
離
に
し
て

里
程
百
九
十
七
里
三
十
五
町
四
十
六
間
（
約
七
九
〇
キ
ロ
）
の
旅
で
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

以
上
、
阿
部
正
功
著
「
棚
倉
紀
行
」
を
紹
介
し
た
。
そ
れ
が
単
に
、
行
程
や
そ
の
日

に
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
た
旅
日
記
風
な
も
の
に
は
と
ど
ま
ら
ず
、
通
過
し
た
村
々
の
地

質
や
植
生
、
産
物
、
ま
た
温
泉
の
湯
の
流
出
量
や
計
っ
た
温
度
な
ど
、
様
々
な
こ
と
が
詳

細
に
記
録
さ
れ
た
内
容
豊
か
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
さ
に
正
功
の
旺
盛
な

好
奇
心
、
鋭
い
観
察
眼
が
如
実
に
あ
ら
わ
れ
た
記
録
と
な
っ
て
い
る
。
の
ち
に
人
類
学
や

土
俗
学
を
学
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
記
さ
れ
た
記
録
と
根
本
は
通
じ
る
も
の
が
あ
り
、
こ

の
頃
に
は
既
に
こ
の
方
面
へ
の
学
問
的
関
心
が
芽
生
え
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

さ
ら
に
こ
の
史
料
は
、
い
わ
ば
棚
倉
〜
福
島
、
ひ
い
て
は
明
治
時
代
の
民
俗
学
や
考

古
学
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。ま
た
、華
族
と
旧
藩
士
や
地
域
の
人
々

と
の
関
係
に
つ
い
て
も
考
察
で
き
う
る
貴
重
な
史
料
で
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

前
稿
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
阿
部
正
功
の
事
跡
に
つ
い
て
は
ま
だ
ま
だ
未
解
明
な
部

分
が
多
い
。
今
後
も
正
功
が
残
し
た
多
く
の
記
録
を
丹
念
に
読
み
込
み
、
そ
の
事
跡
に
つ

い
て
さ
ら
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
て
、
こ
の
小
稿
を
終
え
る
こ
と
と
す
る
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
史
料
所
蔵
者
の
阿
部
正
靖
氏
を
は
じ
め
、
白
河
集
古
苑
、

福
島
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
白
河
館
の
方
々
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
記
し
て
謝

意
を
表
し
ま
す
。

註（
１
） 

丸
山
美
季
「
阿
部
正
功
の
生
涯
と
学
問
―
人
類
学
・
土
俗
学
・
考
古
学
」（『
学

習
院
大
学
史
料
館
紀
要
』
第
一
九
号
、
二
〇
一
一
年
）

（
２
） 

高
山
優
氏
は
、
近
世
か
ら
維
新
後
も
し
ば
ら
く
阿
部
家
の
屋
敷
が
麻
布
霞
町

に
あ
っ
た
つ
な
が
り
か
ら
、
正
功
が
麻
布
周
辺
の
歴
史
調
査
や
自
邸
内
で
の
発

掘
を
行
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
に
着
目
し
、
港
区
史
研
究
へ
の
寄
与
と
い
う
視
点

か
ら
、
郷
土
史
研
究
の
先
駆
者
と
し
て
描
い
て
い
る
（
阿
部
正
功
の
麻
布
学
―

華
族
に
よ
る
郷
土
史
研
究
の
一
例
―
（
一
）」（『
港
区
立
港
郷
土
資
料
館
紀
要
』

一
四
号
所
収
、
二
〇
一
二
年
）、
平
成
二
四
年
度　

ふ
く
し
ま
里
帰
り
展
図
録　

ふ
く
し
ま
考
古
学
研
究
の
春
暁
―
棚
倉
式
土
器
の
発
見
・
新
地
貝
塚
の
発
掘
―
」

（
編
集
福
島
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
白
河
館
、
平
成
二
四
年
）。

（
３
）
阿
部
正
功
に
関
す
る
史
料
は
、
阿
部
正
靖
寄
託
・
学
習
院
大
学
史
料
館
収
蔵
「
陸
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奥
国
棚
倉
藩
主
・
華
族
阿
部
家
史
料
」（『
陸
奥
国
棚
倉
藩
主
・
華
族

阿
部
家
資
料
目
録
』
二
〇
〇
一
年
）
に
含
ま
れ
て
い
る
。

 

阿
部
家
は
、
譜
代
大
名
で
、
老
中
な
ど
幕
府
の
要
職
を
務
め
た
人

物
を
輩
出
し
た
家
柄
で
あ
る
。
第
二
代
藩
主
阿
部
忠
秋
の
時
に
武

蔵
国
忍
（
現
埼
玉
県
行
田
市
）
を
与
え
ら
れ
、
三
代
正
武
の
代
に

一
〇
万
石
を
領
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
以
来
一
八
四
年
間
忍
を
治

め
た
が
、
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
に
陸
奥
国
白
河
（
現
福
島
県

白
河
市
）
へ
転
封
さ
れ
、
そ
の
後
棚
倉
（
現
福
島
県
棚
倉
町
）
に

移
さ
れ
、
そ
の
地
で
維
新
を
迎
え
た
。
維
新
後
、
第
一
八
代
藩
主

正
功
は
子
爵
を
授
け
ら
れ
、
華
族
に
列
せ
ら
れ
た
。
本
史
料
は
昭

和
四
三
年
（
一
九
六
八
）
に
学
習
院
大
学
に
寄
託
さ
れ
、
総
数

四
七
〇
〇
余
点
に
の
ぼ
る
。
以
下
、
本
稿
で
、
阿
部
家
史
料
を
引

用
す
る
際
は
、「
阿
部
史
料
番
号
」
と
す
る
。

（
４
）
ふ
く
し
ま
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
白
河
館
開
催
ふ
く
し
ま
里
帰
り
展

「
ふ
く
し
ま
考
古
学
の
春
暁
―
棚
倉
式
土
器
の
発
見
・
新
地
貝
塚

の
発
掘
―
」（
会
期
・
平
成
二
四
年
一
〇
月
六
日
〜
一
二
月
二
日
）

（
５
）
阿
部
一
三
一
七
―
一

（
６
） 

註
（
１
）
論
文
お
よ
び
白
河
集
古
苑
所
蔵
阿
部
家
資
料
八
八
参
照
。

（
７
）
阿
部
五
七
五

（
８
） 

明
治
一
一
年
「
書
目
（
洋
書
・
和
漢
書
）」（
阿
部
一
二
八
〇
）
に

よ
れ
ば
、ギ
ー
キ
ー
著
「
地
質
学
」（
ロ
ン
ド
ン
出
版
、一
八
七
六
年
）、

ダ
ナ
ー
「
テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク
ヂ
ヲ
ロ
チ
ー
」（
一
八
六
三
年
、ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
）、
フ
ー
ケ
ル
「
地
質
学
」（
一
八
七
七
年
）
な
ど
を
読
ん
で

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
９
）
白
河
集
古
苑
所
蔵
阿
部
家
資
料
八
三

（
10
） 

阿
部
一
三
一
六
―
一
「
目
ノ
湯
百
度
・
岩
瀬
郡
二
股
野
温
泉
瀧
ノ

湯
（
ス
ケ
ッ
チ
）」、一
三
一
六
―
二
「
岩
瀬
郡
湯
本
村
温
泉
流
出
図
・

近
辺
ノ
温
泉
百
三
十
度
・
岩
瀬
郡
湯
本
村
ノ
内
二
股
野
温
泉
（
ス

ケ
ッ
チ
）」

表 1　明治 13年棚倉紀行行程

嶽
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飯
坂

上
瀬
上
瀬

福
島

二
本
松

二
本
松

本
宮

桑
野
郡
山

須
賀
川 久
米
来

久
米
来

矢
吹

釜
子

棚
倉

堤
白
河

白
坂
白
坂

寄
居
寄
居

杵
衝

甲
子
温
泉

甲
子
温
泉

羽
鳥
羽
鳥

白
河
布
引

白
河
布
引本
場
本
湯

本
場
本
場

枝
松
枝
松

松
山
松
山

白
岩
白
岩

湯
ノ
上

湯
ノ
上

福
島

「
棚
倉
紀
行
」
関
係
図
（
福
島
県
管
内
全
図
よ
り
作
成
）

尺
之
一
分
萬
十
三




